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之
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田
代
初
「
話
之
覚
」（
明
治
十
四
年
一
月　

同
志
社
女
学
校
に
お
け
る
「
奨
励
の
覚
書
」）

坂

本

清

音

Ｉ　

明
治
初
期
の
同
志
社
女
学
校
で
の
学
内
礼
拝
（「
奨
励
」）
に
つ
い
て

以
下
は
、
岸
和
田
市
教
育
委
員
会
に
保
存
さ
れ
て
い
る
田
代
初
の
「
話
之
覚
」
の
書
き
下
し
文
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
初
が
卒
業

す
る
一
年
前
の
春
学
期
（
明
治
14
年
1
月
～
3
月
）
の
「
奨
励（

（
（

」
の
時
間
に
聞
い
た
内
容
を
、
覚
書
と
し
て
記
録
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。

幸
運
に
も
、
明
治
13
～
14
年
に
か
け
て
、
同
志
社
女
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
た
時
間
割
を
、
前
年
度
報
告
と
し
て
明
治
14
年
5

月
に
、
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
が
本
国
に
報
告
し
た
文
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
毎
週
火
曜
（
1
年
生
対
象
）
と
金
曜

（
2
年
生
対
象
）
の
午
後
3
時
半
か
ら
4
時
ま
で
、
新
島
襄
に
よ
る
「
奨
励
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
初
の
覚
書
に
よ
り
、
同
年
度
の
春
学
期
に
は
、
新
島
だ
け
で
な
く
宮
川
経
輝
、
加
藤
勇
次
郎
、
Ａ
・Ｊ
・
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ

ザ
ー
ら
が
交
替
で
、
火
・
水
・
木
・
金
の
４
日
間
、「
奨
励
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ま
で
は
新
島
だ
け
で
学
年
ご

と
週
１
回
で
あ
っ
た
「
奨
励
」
の
時
間
が
、
こ
の
学
期
か
ら
（
あ
る
い
は
、
こ
の
学
期
だ
け
は
）、
週
に
4
回
、
教
師
４
人
で
受
け

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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た
だ
し
、
当
該
期
間
の
全
て
の
「
奨
励
」
が
記
録
さ
れ
た
か
否
か
は
断
定
で
き
な
い
。
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
16
回
分

だ
け
で
、
各
月
1
回
ず
つ
火
・
水
・
木
・
金
と
４
日
続
け
て
、（
1
月
は
3
日
間
だ
け
で
18
～
20
日
、
2
月
は
22
～
25
日
、
3
月
は

1
～
4
日
）
で
あ
り
、
後
は
主
日
（
安
息
日
）
礼
拝
4
回
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
種
の
宗
教
教
育
強
調
週
間
的
行
事
で
あ
っ
た

と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

計
16
回
の
う
ち
、
新
島
の
分
担
は
４
回
で
あ
り
、
初
回
の
１
月
18
日
（
火
）
と
、
主
日
礼
拝
3
回
（
2
月
20
日
・
3
月
6
日
・

13
日
）
で
あ
る
。
後
の
3
人
の
う
ち
、教
頭
の
宮
川
経
輝
は
一
番
多
く
て
7
回
、加
藤
勇
次
郎
は
新
島
と
同
じ
4
回
、ス
タ
ー
ク
ウ
ェ

ザ
ー
は
、
日
本
語
が
難
し
か
っ
た
の
か
、
1
回
だ
け
で
あ
る
。

Ⅱ　

 

「
奨
励
」
の
内
容

な
お
、
原
則
と
し
て
冒
頭
に
聖
句
の
個
所
は
記
さ
れ
て
い
る
（
間
違
っ
て
い
る
の
も
あ
る
）
が
、
ど
の
回
に
も
「
奨
励
題
」
は

付
い
て
い
な
い
。

以
下
に
、
日
付
・
奨
励
者
名
・
聖
書
個
所
（
書
き
間
違
い
は
訂
正
し
た
も
の
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
題
を
短
く
纏
め
て
お
く
。

①
Ｍ
14
・
１
・
18
（
火
）（
新
島
）［
マ
タ
イ
伝 

６
・
28
］ 
女
性
の
徳
は
謙
遜
で
あ
る
。
高
ぶ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
皆
で
力
を
合
わ

せ
る
と
汚
れ
た
世
を
清
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
Ｍ
14
・
１
・
19
（
水
）（
宮
川
）［
出
エ
ジ
プ
ト
記 

３
・
5
］　

礼
儀
正
し
く
、
心
を
静
め
て
神
の
声
を
聞
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

③
Ｍ
14
・
１
・
20
（
木
）（
宮
川
）［
ペ
テ
ロ
前
書 

２
・
1
～
2
］　

乳
児
が
母
親
の
乳
を
慕
う
よ
う
に
、
ひ
た
す
ら
主
を
慕
う
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
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④
Ｍ
14
・
２
・
20
（
日
）（
新
島
）［
マ
ル
コ
伝 

３
・
31
～
35
］　

イ
エ
ス
の
親
族
に
な
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
。

小
事
（
例
え
ば
、
学
校
の
規
則
）
を
大
切
に
、
心
を
聖
霊
で
満
た
し
、
神
の
み
旨
に
従
う
こ
と
。

⑤
Ｍ
14
・
２
・
22
（
火
）（
加
藤
）［
コ
リ
ン
ト
前
書 

１
・
12
］　

学
校
内
部
の
一
致
が
大
切
。
志
を
立
て
て
く
じ
け
ず
勉
強
せ
よ
。

⑥
Ｍ
14
・
２
・
23
（
水
）（
宮
川
）［
聖
句
な
し
］　

近
畿
の
男
学
生
は
意
気
地
な
し
だ
が
、
女
学
生
は
進
取
の
気
性
も
あ
り
、
よ
く

頑
張
っ
て
い
る
。
牛
乳
や
牛
肉
を
摂
る
こ
と
の
大
切
さ
。

⑦
Ｍ
14
・
２
・
24
（
木
）（
加
藤
）［
黙
示
録 

２
・
23
？
］　

志
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
。
顔
に
つ
い
た
墨
は
す
ぐ
に
拭
け
る
が
、

心
の
中
の
墨
を
取
り
除
く
こ
と
は
難
し
い
。
神
は
何
で
も
ご
存
じ
で
あ
る
。
人
の
悪
口
を
言
わ
な
い
よ
う
に
。

⑧
Ｍ
14
・
２
・
25
（
金
）（
宮
川
）［
使
徒
行
伝 

20
・
31
／
35
］　

受
く
る
よ
り
は
与
え
る
が
幸
い
な
り
。
金
持
ち
で
、
家
か
ら
い

ろ
い
ろ
送
っ
て
来
る
が
、
独
り
占
め
す
る
女
学
生
と
、
給
費
生
と
し
て
入
学
し
、
よ
く
働
き
、
病
人
の
世
話
な
ど
よ
く
す
る

生
徒
と
、
ど
ち
ら
が
皆
に
愛
さ
れ
、
幸
せ
か
？

⑨
Ｍ
14
・
２
・
27
（
日
）（
宮
川
）［
コ
リ
ン
ト
前
書 
13
・
13
］　

望
み
を
失
わ
な
い
こ
と
が
大
切
。
信
者
は
先
に
望
み
が
あ
る
の
で
、

死
ぬ
の
が
怖
く
な
い
。
勉
強
が
難
し
過
ぎ
る
と
言
っ
て
、
始
め
か
ら
望
み
を
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

⑩
Ｍ
14
・
３
・
1
（
火
）（
加
藤
）［
ヨ
ハ
ネ
伝
ニ
コ
デ
モ
の
話 
３
・
1
～
3
］　

魂
が
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
が
大
切
。
身
を
修
め
る

勉
強
を
し
な
い
と
、
偉
い
人
に
な
れ
ぬ
。

⑪
Ｍ
14
・
３
・
２
（
水
）（
宮
川
）［
ロ
ー
マ
書 

５
・
５
、
ヘ
ブ
ラ
イ
書 
11
・
１
］　

何
事
に
も
表
と
裏
（
幸
と
不
幸
）
が
あ
る
が
、

望
み
を
持
っ
て
い
た
ら
、
何
度
で
も
や
り
直
せ
る
。

⑫
Ｍ
14
・
３
・
３
（
木
）（
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
）［
聖
句
な
し
］（
ヨ
ハ
ネ
伝
21
・
15
）
聖
霊
に
よ
っ
て
魂
も
強
く
な
る
。
飢
え
渇

く
ご
と
く
慕
う
こ
と
が
肝
要
。
食
べ
た
物
は
よ
く
咀
嚼
す
る
（
実
行
す
る
）
こ
と
が
大
切
。
イ
エ
ス
は
羊
飼
い
で
、
今
出
川
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近
辺
に
も
羊
は
沢
山
い
る
。

⑬
Ｍ
14
・
３
・
４
（
金
）（
宮
川
）［
ダ
ニ
エ
ル
書 

１
・
8
］　

１
日
の
事
、
１
週
間
の
こ
と
を
、
計
画
を
立
て
て
実
行
す
る
事
が
大
切
。

死
を
迎
え
る
頃
に
、「
ど
う
し
よ
う
」
と
思
っ
て
も
遅
す
ぎ
る
。
早
く
か
ら
終
り
の
日
の
こ
と
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

⑭
Ｍ
14
・
３
・
６
（
日
）（
新
島
）［
コ
リ
ン
ト
前
書 

13
・
3
～
6
］　

愛
が
な
け
れ
ば
、
ど
ん
な
い
い
こ
と
を
し
て
も
益
は
な
い
。

神
の
助
け
を
よ
り
頼
ん
で
生
き
る
こ
と
が
重
要
。

⑮
Ｍ
14
・
３
・
13
（
日
）（
新
島
）［
詩
篇 

１
１
８
・
22
］　

信
仰
も
し
っ
か
り
と
し
た
土
台
が
大
切
。
心
が
ふ
ら
つ
か
な
い
で
い

る
た
め
に
は
、
キ
リ
ス
ト
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

⑯
Ｍ
14
・
３
・
15
（
火
）（
加
藤
）［
聖
句
な
し
］　

熊
本
で
は
奢
侈
を
や
め
る
よ
う
取
り
決
め
を
し
た
。
節
倹
と
吝
嗇
は
異
な
る
。

節
倹
と
は
、
聞
い
た
こ
と
を
憶
え
て
置
く
こ
と
で
も
あ
る
。
目
に
見
え
ぬ
時
間
は
、
特
に
倹
約
が
必
要
。

⑰
Ｍ
14
・
３
・
16
（
水
）
日
付
の
み

以
上
の
要
約
か
ら
、「
奨
励
」
で
は
、
女
学
校
で
の
生
活
面
で
の
実
例
を
挙
げ
な
が
ら
、
学
習
面
と
精
神
面
（
信
仰
面
）
の
両
面

か
ら
、
生
徒
た
ち
に
考
え
る
こ
と
を
教
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

宮
川
・
加
藤
に
は
、
目
標
を
決
め
て
こ
つ
こ
つ
と
勉
強
を
す
る
大
切
さ
と
か
、
洋
食
（
牛
肉
・
牛
乳
）
の
勧
め
と
か
、
悪
口
を

言
わ
な
い
よ
う
に
と
か
、
時
間
の
使
い
方
と
か
、
寮
の
日
常
生
活
に
即
し
た
教
え
が
多
く
語
ら
れ
る
の
に
対
し
、
新
島
の
場
合
は
、

主
日
礼
拝
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
聖
書
に
基
づ
く
解
き
明
か
し
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
に
は
、

聖
書
に
出
て
く
る
、
羊
と
羊
飼
い
の
例
を
用
い
て
話
す
の
が
説
明
し
や
す
か
っ
た
の
だ
ろ
う
し
、
最
後
に
、
今
出
川
近
辺
に
い
る

子
供
た
ち
に
も
伝
道
す
る
必
要
を
述
べ
て
い
る
の
は
、
さ
す
が
宣
教
師
で
あ
る
。
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「
奨
励
」
の
中
で
は
全
体
的
に
、
西
洋
人
男
女
の
実
例
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
が
、
特
に
、
２
月
27
日
と
３

月
２
日
の
宮
川
の
場
合
に
は
、『
西
国
立
志
編
』（
原
名｢

自
助
論｣

、
中
村
正
直
訳
述
、
一
八
七
一
年
）
か
ら
の
人
物
が
集
中
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
宮
川
の
発
音
が
悪
か
っ
た
の
か
、
初
に
と
っ
て
、
初
め
て
聞
く
西
洋
人
の
名
前
は
聞
き
と
り
に
く
か
っ

た
の
か
、
名
前
の
表
記
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
っ
て
い
る
（
も
と
も
と
宮
川
自
身
、
人
名
は
あ
ま
り
重
要
だ
と
考
え
て
い
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
）。
し
か
し
な
が
ら
、「
奨
励
」
の
中
で
、
宮
川
が
「『
西
国
立
志
編
』
な
ど
読
む
と
…
」
と
、
本
著
に
言
及
し
て
い

る
こ
と
と
、初
が
記
録
し
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
内
容
は
『
西
国
立
志
編
』
に
登
場
す
る
人
物
の
話
と
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
な
の
で
、

人
名
を
探
し
当
て
て
、
下
段
で
註
と
し
て
説
明
し
た
。
明
治
４
年
出
版
の
こ
の
書
物
は
、
世
界
中
で
、
ま
た
日
本
で
、
大
変
よ
く

読
ま
れ
た
書
物
な
の
で
、
女
学
生
に
対
す
る
「
奨
励
」
に
も
相
応
し
い
と
、
宮
川
は
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

下
段
に
は
、
人
名
の
註
の
ほ
か
に
、
聖
句
の
引
用
箇
所
を
『
新
約
全
書
』（
米
国
聖
書
会
社
一
八
八
〇
年
）
か
ら
書
き
出
し
て
お

い
た
。
当
時
、
生
徒
が
各
自
の
聖
書
を
持
っ
て
い
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
し
、
耳
で
聞
い
て
書
き
写
す
だ
け
で
は
間
違
い
が

生
ず
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
年
の
前
後
に
同
志
社
女
学
校
で
使
用
さ
れ
て
い
た
「
聖
書
」
の
特
定
は
で
き

て
い
な
い
が
、
前
年
の
明
治
13
年
4
月
に
は
新
約
聖
書
翻
訳
委
員
会
に
よ
る
『
新
約
全
書
』
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
翻
訳
委

員
の
中
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
の
Ｄ
・
Ｃ
・
グ
リ
ー
ン
も
入
っ
て
い
た
の
で
、
女
学
校
で
も
こ
の
聖
書
が
使
用
さ
れ
て
い

た
可
能
性
は
高
い
。（
ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
の
奨
励
で
聖
句
が
無
い
の
は
、
彼
女
は
『
新
約
全
書
』
で
な
く
、
英
訳
聖
書
を
用
い
て

い
た
た
め
で
あ
ろ
う
）。
な
お
旧
約
聖
書
に
関
し
て
は
、
翻
訳
委
員
会
に
よ
る
５
冊
本
は
明
治
21
年
2
月
ま
で
出
版
さ
れ
な
い
の
で
、

「
明
治
元
訳
」
と
文
体
が
比
較
的
近
い
『
文
語
訳
聖
書
』
か
ら
書
き
出
し
た
。

と
も
か
く
、
明
治
14
年
の
春
学
期
に
実
施
さ
れ
た
計
16
回
の
奨
励
の
ま
と
め
が
、
田
代
初
に
よ
り
、
保
存
さ
れ
て
い
た
意
義
は
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計
り
知
れ
な
い
く
ら
い
大
き
い
。

な
お
、
田
代
初
の
略
歴
お
よ
び
同
志
社
女
学
校
と
の
関
係
は
、
本
誌｢

初
期
同
志
社
の
岸
和
田
伝
道
の
初
穂
―
女
学
校
第
一
回

卒
業
生
、
山
岡
登
茂
と
田
代
初
の
場
合
―｣

を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
に
、｢
話
之
覚｣

原
文
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
留
意
し
た
こ
と
を
記
し
て
置
く
。

先
ず
第
一
に
、
女
学
生
の
残
し
た
覚
書
で
あ
る
と
い
う
性
質
上
、
正
確
な
翻
刻
文
を
作
成
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
大
意
を
と
る

こ
と
を
第
一
と
し
た
。
実
際
に
、
急
い
で
書
き
と
め
た
所
為
か
（
聞
い
た
後
、
改
め
て
清
書
し
た
も
の
と
は
考
え
難
い
）、
聞
き
間

違
い
、
書
き
間
違
い
と
思
わ
れ
る
箇
所
や
、
明
ら
か
に
書
き
損
じ
（
文
字
の
書
き
間
違
い
）
の
個
所
が
所
々
に
見
ら
れ
た
。

と
い
う
こ
と
か
ら
、
今
回
の
資
料
紹
介
は
「
書
き
下
し
文
」
で
紹
介
す
る
こ
と
と
し
、
原
則
と
し
て
、
以
下
の
凡
例
に
従
っ
た
。

〈
凡
例
〉①

句
読
点
は
出
来
る
だ
け
入
れ
、
カ
タ
カ
ナ
の
助
詞
「
ニ
」「
ハ
」
は
平
仮
名
に
し
、
濁
点
、
半
濁
点
を
加
え
、
促
音
に
つ
い

て
は
小
書
き
の
「
っ
」
に
変
え
た
。

②
旧
か
な
づ
か
い
を
そ
の
ま
ま
に
し
た
た
め
に
読
み
に
く
く
な
っ
た
個
所
は
、
ル
ビ
の
形
で
、「
振
り
漢
字
」
や
「
振
り
仮
名
」

を
施
し
た
。

③
そ
の
場
合
、
各
頁
の
初
出
に
1
度
だ
け
、
つ
け
る
こ
と
に
し
た
。

④
判
読
不
能
な
文
字
は
□
で
表
し
た

⑤
判
読
に
際
し
、
訂
正
補
筆
し
た
語
は
ア
ミ
カ
ケ
で
示
し
た
。



一
五
九

田
代
初
「
話
之
覚
」

⑥
文
中
に
出
て
く
る
「
』」
は
、
原
資
料
の
丁
の
最
末
尾
を
示
し
て
い
る
。

注
（
１
）	

ス
タ
ー
ク
ウ
ェ
ザ
ー
が
ボ
ー
ド
本
部
に
報
告
し
て
い
る
「
京
都
の
女
学
校
報
告
」
の
中
の
「
一
八
八
〇
年
度
同
志
社
女
学
校
一
日
の
時
間
割
」

に
午
後
三
時
半
―
四
時
は
、
新
島
に
よ
る
“shorei

”
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
か
ら
同
志
社
女
学
校
礼
拝
時
の
話
は
「
奨
励
」
と
名
付
け
ら
れ

て
い
た
。

参
考
文
献

鈴
木
範
久
『
聖
書
の
日
本
語
―
翻
訳
の
歴
史
』　

岩
波
書
店　

二
〇
〇
六
年

〈
謝
辞
〉

田
代
初
筆
「
話
之
覚
」
は
岸
和
田
市
教
育
委
員
会
所
蔵
資
料
で
あ
り
、
今
回
岸
和
田
市
教
育
委
員
会
の
許
可
を
得
て
、
本
誌
に

掲
載
出
来
た
こ
と
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
原
文
を
書
き
下
し
文
に
直
す
に
際
し
、
同
志
社
女
子
大
学
史
料
室
事
務
室
の
北
島
博
子
様
お
よ
び
滋
賀
短
大
名
誉
教
授
日

比
惠
子
様
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
謹
ん
で
謝
意
を
表
し
ま
す
。



一
六
〇

田
代
初
「
話
之
覚
」

（
表
紙
）

「
明
治
十
四
年
一
月

話
之
覚
」』

（
と
び
ら
）

明
治
十
四
年
一
月

火
・
水
・
木
・
金
曜
日
の
朝
毎
に

教
師
た
ち
よ
り
聞
き
し
話
の
お
ぼ
へ

　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
は
つ
』

（
本
文
）

　
　
　

火
曜
日　

明
治
十
四
年
一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　

新
島
様
の
は
な
し

馬マ
 
タ
イ太

伝
五
章
二
十
八
節

ソ
ロ
モ
ン
と
い
ふ
人
は
タ
ビ
デ
の
子
に
し
て

世
界
中
の
栄
華
を
極
め
た
り
。

さ
れ
ど
も
、
ゆ
り
の
花
に
及
ば
ざ
り
し
。

野
に
あ
る
ゆ
り
は
奇
麗
な
る
も
□

う
つ
む
き
へ
り
く
だ
る
な
り
。
今
、
女
の

道
徳
に
ゆ
り
を
た
と
へ
、
女
は
如
何

（
馬
太
伝
６
・
２
８
～
２
９
）
五
章
は
六
章
の
間

違
い
。

ま
た
何な

に

故ゆ
ゑ

に
衣こ

ろ
も

の
こ
と
を
思お

も
ひ

わ
づ
ら
ふ
や
野の

の

百ゆ

合り

花
は
如い

か
に何

し
て
育そ

だ
つ

か
を
思
へ
労つ

と
め

ず
紡つ

む

が
ざ

る
也
わ
れ
爾な

ん

曹ぢ
ら

に
告つ

げ

ん
ソ
ロ
モ
ン
の
栄ゑ

い

華ぐ
わ

の
極き

わ
み

の
時と

き

だ
に
も
其

そ
の
よ
そ
ほ
ひ

装
こ
の
花
の
一ひ

と
つに

及し
か

ざ
り
き



一
六
一

田
代
初
「
話
之
覚
」

ほ
ど
学
問
が
で
き
る
と
も
、
此
の
百

合
の
如
く
、
道
徳
の
宜
し
き
ほ
ど

け
ん
そ
ん
に
あ
ら
ね
ば
な
ら
ん
。

新
島
様
え叡い
山
よ
り
下
り
に
な

る
時
、
路
を
ま
ち
が
へ
、
き

樵こ
り
も
』

い
か
ぬ
や
う
の
は
し
に
、
メ
ー
フ
ラ
オ
ル
が
さ咲

き
、
い
か
に
も
う
る
は
し
く
地
に
は這

い
、　

こ
ま
か
き
花
に
て
、
さ
ほ
ど
う
る
は
し

か
ら
ぬ
や
う
な
れ
ど
も
、
よ
く
く

み
れ
ば
、
ま
こ
と
に
う
る
は
し
く
、

遂
に
、
家
に
お
も
ち
か
へ
り
に
な
り
た
り
と
。

又
、
あ
る
ひ
と
の
は
な
し
に
、
い

泉づ
み
よ
り

す
こ
し
の
水
が
な
が
れ
、
岩
の
間
に
お
ち
、

其そ
の

水
、
大
に
な
り
、
冬
に
な
り
、
こ

氷ほ
り

て
大
な
る
岩
を
わ割

り
た
り
と
。
此こ

の

前
に
い言

へ
る
、
ゆ
り
又
メ
ー
フ
ラ
オ
ル
は
、
女
の

道
徳
に
た
と
へ
ら
れ
ん
。
い如

 
何
 
程

か
ほ
ど
う

る
は
し
く
あ
る
と
も
高
ぶ
ら
ず
、
け
ん

メ
ー
フ
ラ
オ
ル
→
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
（
五
月
に
咲

く
花
）。
サ
ン
ザ
シ
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
。



一
六
二

田
代
初
「
話
之
覚
」

そ
ん
な
り
。
又
其そ

の

水
の
如
く
、
す
こ
』

し
の
も
の
に
て
も
、
遂
に
大
き
く
な
り
、

大
な
る
岩
も
わ割

り
た
れ
ば
、
我わ

れ
ど
も共

も

一
人
で
は
で
き
ず
と
も
、
此こ

の

学
校
の
も
の

こ
ぞ
つ
て
は
た
ら
ひ
た
な
ら
ば
、
此

き
た
な
き
世
を
、
き
よ
ら
か
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
夫そ

れ

ゆ
え
、
我
共
、
ど
の

や
う
に
う
る
は
し
く
道
徳
を
そ

な備

ふ
る
と
も
、
け
ん
そ
ん
に
せ
ね
ば
な
ら
ん
。

　
　
　

水
曜
日　

十
九
日　

宮
川
様

埃
及
を
出
る
記
三
章

古む
か

し
モ
ー
ゼ
が
き
よ
き
地
に
ゆ
き
し
時
、

神
あ
ら
わ
れ
、
此
処
は
き
よ
き
地

ゆ
え
、
な
ん
ぢ
く
つ
を
は
け
と

お
ほ
せ
ら
れ
た
り
。
ユ
ダ
ヤ
に
て
は
、』

や
は
り
日
本
の
や
う
に
、
ざ
う
り
を

は
き
た
り
。
我
共
も
た立

つ
と
き
、

〈
出
エ
ジ
プ
ト
記
３
・
５
〉

神か
み

い
ひ
給た

ま

ひ
け
る
は
此こ

こ

に
近ち

か

よ
る
な
か
れ
汝な

ん
ぢ

の

足あ
し

よ
り
履く

つ

を
脱ぬ

ぐ
べ
し
汝な

ん
ぢ

が
立た

つ
処と

こ
ろ

は
聖き

よ

き
地ち

な
れ
ば
な
り

（
聖
句
で
は
、「
履
を
脱
ぐ
べ
し
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
宮
川
は
「
履
を
は
け
」
と
言
っ
て
い
る
）



一
六
三

田
代
初
「
話
之
覚
」

人
の
前
に
出い

で

し
時
に
は
、
さ最

敬

礼

い
け
い
れ
い

を
行
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と

へ
ば
、
今
天
し子

の
ま
へ
に
出
づ
る
に
、

は
か
ま
も
つ
け
ず
、
は羽

織
お
り
も
き着

づ
し
て
参
る
な
れ
ば
、
だ
ま
っ
て

お
る
も者の
な
し
。
必
ず
た
つ
と
き
、

れ礼

儀
い
ぎ
を
お
こ
な
は
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
我
々
神
の
前
に
出
る
時

は
、
な
お
さ
ら
さ最

敬

い
け
い
礼
を
行

な
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
れ
ば
、
い

の祈

り
の
時
に
は
、
必
ず
心
よ
り
神
の
こ

と
を
か
ん
が
へ
、
其
の
時
ね
む
り
た
り

な
ぞ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
宮
川
様
、』

或
日
、
我
共
集

あ
つ
ま
りよ

り
の
帰
り
を
見
て

お
ひ出

で
に
な
り
ま
し
た
が
、
話
の
事
を

思
ふ
て
お
る
や
う
な
時
は
、
し
づ
か
に

し
て
帰
り
、
又
、
何
に
も
心
に
な
く
し
て

帰
る
時
は
、
大
分
や
か
ま
し
く
話



一
六
四

田
代
初
「
話
之
覚
」

を
し
て
か帰

　
へ
る
。
宮
川
様
は
、
私
共
の

悪
を
見
出
す
為
に
見
な
さ
っ

た
の
で
な
く
、
如い

か
に何

し
て
私
共
が

帰
る
と
思
ふ
て
、
御
ら
ん
に
な
り

し
な
り
。
夫そ

れ

ゆ
え
、
私
共
よ
く

き気

を
つ
け
、
集
り
な
ど
の
時
に
は
、
ず
い

ぶ
ん
し
づ
か
に
し
て
、
神
の
事
を

か
ん
が
へ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。』

　
　
　

木
曜
日　

廿
日　

宮
川
様

彼ペ
テ
ロ得

前
書
二
章
之の

一
節
よ
り

お
さ
な
ご
の
父乳

を
し
た
ふ
如
く
、
な

ん
ぢ
ら
心
を
や
し
な
ふ
、
ま

真こ
と
の

父
を
し
た
ふ
べ
し
。
私
共
お

さ
な
ご
の
時
に
は
、
母
に
た
よ
り
、
其

の
他
た
よ
る
べ
き
も
の
な
か
り
し
。

又
、
お
さ
な
ご
が
な泣

け
ば
、
其そ

の

母
も

じ
き
に
乳
が
の
み
た
き
と

（
彼
得
前
書
２
・
１
～
２
）

是こ
の

故ゆ
ゑ

に
爾な

ん

曹ぢ
ら

す
べ
て
の
怨う

ら
み恨

す
べ
て
の
詭い

つ
は
り譎

ま

た
偽ぎ

善ぜ
ん

娼ね

嫉た
み

お
よ
び
諸す

べ
て

の
謗そ

し
り言

を
棄す

て

て
今
生う

ま

れ

し
嬰を

さ

児な
ご

の
乳ち

ゝ

を
慕し

た

ふ
如
く
爾
曹
心
を
養や

し
な

ふ
真

ま
こ
と
の
ち乳ゝ

を
慕し

た

ふ
べ
し
此こ

れ

に
由よ

り

て
爾
曹
長そ

だ
ちて

救す
く
ひに

至い
た

ら
ん

（
本
文
中
の
「
父
」
は
「
乳
」
の
聞
き
間
違
い
。）



一
六
五

田
代
初
「
話
之
覚
」

い
ふ
を
よ
く
し知

　る
な
り
。
其
時

だ
れ
が
行
く
も
、
お
さ
な
ご
は

な
き
や
ま
ざ
る
な
り
。
又
、「
か

か
」
と
□
お
る
と
き
、
も
し
犬
が
き
』

た
な
れ
ば
、
必
ず
母
親
の
所
へ
来
り
、

そ
れ
で
あ
ん
し
ん
を
し
て
居お

る

な
り
。

　
　
　

二
月
廿
日　

日
曜
日　

新
島
様

馬マ
ル
コ可

伝
第
三
章
の
三
十
一
節

其
兄
弟
と
母
と
、
えイ

エ
スす

を
た
づ
ね
し
時
、
エ
ス
は

神
の
旨む

ね

に
し
た
が
ふ
も
の
は
、
我わ

が

母
我わ

が

兄

弟
な
り
と
。
ガ
リ
ラ
ヤ
地
方
に
て
あ
り
し
時
、

カ
ペ
ナ
ア
ー
ム
の
近
き
処
、
エ
ス
の
母
な
ぞ
居

り
し
処
ゆ
え
、
弟
子
あ
り
。
キ
リ
ス
ト
の

我
母
我
兄
弟
に
は
な
れ
ぬ
が
、
身
う
ち
共

し
た
し
き
近
き
も
の
お
り
。
エ
ス
の
言こ

と
ばを

耳
を
つ
け
て
き
か
ぬ
人
は
、
キ
リ
ス
ト
の

御
心
に
か
な
は
ぬ
者
な
り
。
六
千
年

か
か
→
お
母
ち
ゃ
ん

（
馬
可
伝
３
・
３
１
～
３
５
）

そ
の
兄き

や
う
だ
い弟

と
母は

ゝ

と
来き

た

り
て
戸そ

外と

に
た
ち
人
を
遣つ

か
は

し
て
イ
エ
ス
を
呼よ

ば

し
む
（
中
略
）
イ
エ
ス
答こ

た
へ

て

曰
け
る
は
我わ

が

母は
は

わ
が
兄き

や
う
だ
い弟

は
誰た

れ

ぞ
や
（
中
略
）
そ

れ
神か

み

の
旨む

ね

に
従
ふ
者
は
是こ

れ

わ
が
兄
弟
わ
が
姉し

ま
い妹

わ
が
母は

ゝ

な
り

カ
ペ
ナ
ア
―
ム
→
カ
ペ
ル
ナ
ウ
ム
（
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
生
涯
に
、
ま
た
そ
の
宣
教
に
関
係

の
深
い
町
の
一
つ
。
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
北
西
に
位

置
す
る
）



一
六
六

田
代
初
「
話
之
覚
」

月
は
た
ち
て
も
、
キ
リ
ス
ト
ほ
ど
た尊

き

っ
と
き

人
な
し
。
今
天
し子

で
も
日
本
で
は
一
ば
ん
』

た
っ
と
く
あ
る
と
も
、
エイ

エ
スス

に
く
ら
ぶ
れ
ば
、
天

と
地
の
ち違

い
が
ひ
あ
り
。
さ
れ
ば
と
て
、
決
し
て

日
本
の
天
し
を
い
や
し
め
る
に
は
あ
ら
ず
。

我わ
れ

ど
も
イ
エ
ス
に
し親

し
た
し
く
あ
り
た
い
。
今

て天

子
ん
し
が
学
校
に
き
た
り
、
も
し

一
ば
ん
よ
く
で
き
る
も
の
は
、
我
も
ら
は
ん

と
い
は
ゞ
、
い
か
ゞ
よ
ろ
こ
ぶ
べ
き
や
。
そ
う
で
な

く
と
も
、
よ
く
で
き
る
も
の
に
は
、
ほ褒

美
ふ
び
を

あ与

え
た
へ
ん
と
な
ら
ば
、
ど
ん
な
事
も
し忍の

ん
で
、
べ
ん
き
や
う
致
し
ま
し
や
う
。

日
本
の
て
ん
し
さ
へ
、
さ
あ
ら
ば
、
エ
ス
の

親
兄
弟
と
な
ら
ば
、
如
何
ほ
ど
よ
ろ

こ
ぶ
な
ら
ん
や
。
我
ど
も
は
、
宮
川
様
よ
り

メ
リ
ー
・
ラ
イ
ヲ
ン
、
ハ
ナ
・
モ
ー
ル
な
ど
の
は
な
し
を

き
ゝ
、
す
ぐ
に
な
り
た
い
と
思
ふ
な
れ
ど
、

決
し
て
で
き
ず
。
其そ

の

人
た
ち
は
、
充
分
』

メ
リ
ー
・
ラ
イ
オ
ン
（1797

～1849

）
ア
メ
リ

カ
で
最
初
の
女
子
教
員
養
成
の
た
め
の
学
校
、

マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
オ
ー
ク
・
セ
ミ
ナ
リ
ー
の
創
設

者
。

ハ
ナ
・
モ
ー
ル
（1745

～1833

）
18
～
19
世
紀

イ
ギ
リ
ス
の
著
名
な
女
子
教
育
者
。
19
世
紀
ア

メ
リ
カ
の
女
子
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。



一
六
七

田
代
初
「
話
之
覚
」

し
修

行

ゅ
ぎ
や
う
し
て
、
信
仰
あ
つ
く
し
て
、

あ
の
や
う
に
な
り
し
な
り
。
メ
リ
ー
ラ
イ
ヲ
ン
の

学
校
の
た建ち
し
も
、
よ容

易う
ひ
の
事
に
あ
ら
ず
。

く苦

　
る
し
み
て
、
皆
小
さ
き
事
に
気
を
付つ

け

得
し
ゆ
え
、
あ
の
や
う
に
な
り
し
な
り
。

毎
日
く
き
く
を
□
子
と
し
て
行

お
こ
な
はね

ば

な
ら
ん
。
大
事
に
正
し
き
も
の
は
、
小
事
に
も

正
し
き
と
あ
り
。
学
校
の
き規

則
そ
く
な
ぞ

小
さ
く
あ
る
と
も
、
心
に
気
を
つ
け
、
お
こ

な
は
ね
ば
な
ら
ん
。
汝
等
は
世
の
光
な

り
と
あ
り
。
此こ

の

石
の
ま
れ
な
る
も
、
は
じ
め
よ
り

か
く
は
な
し
。
小
さ
き
む
し
が
、
だ
ん
く

き築づ
き
し
な
り
。
東
洋
の
方
に
た
く
さ
ん

さ
ん
ご
じ
ま
が
あ
る
。
皆
こ
れ
な
り
。
我

々
も
きキ

りリ

すス

とト

の
親
ぞ族く
と
な
ら
ん
に
は
、

小
さ
き
事
も
よ
く
行
は
ね
ば
な
ら
ん
。

新
島
様
、
学
校
へ
御お

い
で出

る
。
い

祈の
り
し
て
。』

も
し
我わ

が

は話

　
な
し
が
此
の
生
徒
の
心
に
か感ん

此
石
→
珊
瑚
の
こ
と
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六
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ぜ
ぬ
な
ら
ば
、
私
の
口
を
お唖し
と
な
し

て
被

く
だ
さ
れ下

と
。
且
、
ど
ふ
ぞ
、
同
志
社
の
姉
妹

の
心
を
聖
れ霊い
を
も
つ
て
み満

た
し
め

て
被
下
と
。
決
し
て
ね

妬た
み
そ嫉ね
み

な
く
、
よ
く
心
に
て照ら
し
、
全
く
神
に

し
た
が
ふ
よ
う
に
し
て
被
下
、
何
と
ぞ

こ
れ
よ
り
神
の
む旨ね
に
し
た
が
ひ
、

キ
リ
ス
ト
の
し親

族ん
ぞ
く
と
な
ら
ん
事
を
。

学
校
の
い祈

　
の
り
に
、
キ
リ
ス
ト
我
々
の
為
に

ユ
ダ
ヤ
に
く
だ
り
、
か頭う
べ
を
ま
く
ら
す
る

と
こ
ろ
も
な
く
、
ひ
ざ
を
お
く
べ
き

と
こ
ろ
も
な
し
と
。

　
　
　

火
曜
日　

二
月
廿
二
日　

加
藤
様

コ
リ
ン
多ト

前
書
第
壱
章
よ
り

コ
リ
ン
タト

人
は
、
我
は
パ
ウ
ロ
よ
り
み
ち
を
き聞

きヽ

し

ゆ
え
、
ペ
テ
ロ
の
は
な
し
を
き
か
ず
と
も
』

よ
し
、
又
、
或
人
、
我
は
ペ
テ
ロ
よ
り
き
ヽ
し
ゆ
え
、

（
哥コ

林リ
ン

多ト

前
書
１
・
１
２
）

爾な
ん
じ
ら曹

お
の

く
我
は
パ
ウ
ロ
我
は
ア
ポ
ロ
我わ

れ

は

ケ
パ
我わ

れ

は
キ
リ
ス
ト
に
属ぞ

く

す
と
言い

ふ

わ
れ
之
を
言い

ふ

な
り
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パ
ウ
ロ
の
は
、
き
か
ず
と
も
よ
し
、
な
ぞ
と
て

あ
ら
そ
い
た
り
。
人
身
き
う
り
を
学

び
、
胃
の
ふ腑

と
、
の脳ふ
と
か関

係

ん
け
い
あ
る

も
の
な
り
。
ゆ
え
に
か片た
っ
ぽ
わ
る
き
時
は
、

又
か
た
っ
ぽ
も
わ
る
し
。
パ
ウ
ロ
其そ

の

あ

ら
そ
ふ
事
を
き
ゝ
、
此こ

の

手
紙
の
一
章
を

か書

く
と
き
、
必
ず
な
み
だ
を
こ
ぼ
し
て

か
き
し
な
ら
ん
。
学
校
と
教
会
と
も
に

人
が
あ
つ
ま
る
。
教
会
は
一
週
間
に
二
度
ぐ
ら
い

あ
つ
ま
り
は
な
す
な
れ
ど
も
、
学
校
に
て
は
、

ま
た
し
た
し
く
毎
日
と共も
に
あ
り
て
、

心
も
よ
く
し知

　り
、
心
ぱ
い
の
時
に
は
、
と
も
に
わ
け

る
な
り
。
あ
な
た
方
の
う
ち
に
あ
る
と
は
、
い言

ふう

わ
け
に
は
あ
ら
ね
ど
も
、
ど
こ
の
学
校

に
て
も
、
と党

う
を
く組み
、
別
に
な
る
事
あ
り
。

松
の
木
の
や
う
な
お
ほ
い
な
る
木
も
、
元も

と

』

小
さ
き
ま
つ
か
さ
に
て
、
い
ば
ら
の
中
や
ら
に

そ
だ
ち
、
見
へ
ぬ
や
う
な
れ
ど
も
、
風

人
身
き
う
り
→
人
身
窮
理
（
江
戸
時
代
の
蘭
学

で
、
生
理
学
の
こ
と
）
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が
ふ
き
て
も
、
夫そ

れ

に
よ
り
て
、
う
ご
か
さ

れ
ず
、
だ
ん
く
そ
だ
つ
。
我
々
も
そ
の

や
う
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ん
。
古む

か

し
の
老
人

な
ら
ば
、
い歪が
ん
だ
小
さ
き
松
を
こ
の

む
な
れ
ど
も
、
我
々
も
其そ

の

い
が
ん
だ

ま
つ
の
や
う
な
ら
ず
。
ま
っ
す
ぐ
に
せ成い

ち
長や

う
し
、
そ
ら
に
そ
び
へ
、
い
き
く
と

し
て
、
松
の
き
の
は
じ
め
、
く苦

労
ろ
ふ
を

思
ひ
し
如
く
、
我
々
も
く
ろ
ふ
を

い
と
は
ず
に
そ
だ
つ
て
、
神
の
さ
か
へ
を

あ
ら
わ
さ
ね
ば
な
ら
ん
。
我
々
い
か
に
く

る苦

しし
み
に
あ
ふ
も
、
人
に
い
は
れ
る
も
、
己

れ
の
た立

て
し
目
的
を
と
る
為
に
、
べ勉ん
』

き強や
う
す
る
は
大
切
な
り
。
パ
ウ
ロ
、
我わ

が

め

あ
て
と
す
る
か
ん
む
り
を
得
ん
た
め
に
、

す
べ
て
も
の
を
す捨

て
る
と
。
我
々
も
此
世
に

あ
る
う
ち
は
、
小
さ
き
か
ん
む
り
、
即
一
度

た
て
し
目
的
は
く挫

じ
か
ず
、
志
を
た
て
、



一
七
一
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松
の
す
べ
て
の
い
ば
ら
を
い厭と
は
ざ
り
し
如
く
、

我
々
も
此こ

の

世
の
こ
と
を
す
て
、
志
を
と通

ふ
し
て

行
な
は
ね
ば
な
ら
ん
。

　
　
　

水
曜
日　

廿
三
日　

宮
川
様

あ
な
た
方
は
昨
日
、
志
を
た
て
ね
ば
な
ら
ん
と

い
ふ
事
を
お
き
ゝ
な
さ
れ
ま
し
た
が
、

我
ど
も
は
学
校
に
あ
る
ゆ
え
、
か
な
ら
ず

こ
ゝ
ろ
ざ
し
あ
る
な
ら
ん
。
然
し
、
人
々
は

ど
こ
の
生
徒
に
て
も
、
女
は
し進

取

ん
し
ゅ
の

気
象
に
と

乏ぼ
し
ひ
と
い
ふ
な
れ
ど
、』

そ
ふ
で
も
な
い
。
そ
は
英
学
を
な
す
に
も
、

漢
学
を
な
す
に
も
、
こ
れ
ま
で
す
ゝ
ん
で

ま
い
り
し
事
を
み
れ
ば
、
な無

いひ
と
い
ふ

事
も
な
ひ
。
い
つ
た
い
五
畿
内
の
人
々
は

し
ん
し
ゅ
の
き気

性

し
や
う
が
な
ひ
。
か
の

戦
争
の
時
に
も
、
お大

阪
さ
か
の
兵
た
い
は

一
ば
ん
よ弱は
く
、
に逃

げ
ん
と
せ
し
な
り
。

五
畿
内
→
畿
内
（
京
都
に
近
い
、
山
城
・
大
和
・

河
内
・
和
泉
・
摂
津
の
五
カ
国
）
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し
か
し
、
九
州
の
兵
た
い
は
つ強よ
か
り
し
。

同
志
社
に
て
の
書
生
に
、
京
都
の
人
は

一
人
も
な
し
。
北
国
或
は
九
州
よ
り

来
り
し
な
り
。
大
阪
地
方
よ
り
ま参い
り
し

し書

生

よ
せ
い
は
ひ
ど
い
。
一
ば
ん
あ悪

　し
く
あ
る
。

西
京
の
し師

範
は
ん
学
校
の
書
生
は
、
き
れ
い

な
る
着
物
を
着
、
高
ぼ
う
し
な
ぞ

か
む
り
、
か
ざ
り
お
る
な
れ
ど
も
、
三
』

年
月
と
べ
ん
き
や
う
す
る
も
、
第
三

リ
ー
ド
ル
が
よ
め
な
い
く位ら
ひ
な
り
。

男
に
て
も
、
そ
の
や
う
な
ら
ば
、
女
だ
か
ら

其
の
や
う
だ
、
と
い
ふ
わ
け
で
は
な
い
。

一
つ
の
な無き
と
こ
ろ
は
、
人
身
き窮

理
う
り
を

学
び
て
も
、
守
る
の
き気

性し
や
う
が
な
き

ゆ
え
、
人
身
き
ふ
り
を
学
び
、
も
は
や

食
堂
の
た
な
の
上
に
あ
る
、
我
、
牛
肉
は

き
ら
い
、
牛
乳
は
き
ら
い
、
む
ぎ
は
き
ら
い

と
か
い
ふ
て
居
る
人
は
、
肉
に
ま
け
て
居
る

第
三
リ
ー
ド
ル
→
第
三
リ
ー
ダ
ー

同
志
社
女
学
校
で
は
明
治
十
六
年
頃
ま
で
モ
ツ

ゴ
ッ
フ
ィ
の
第
一
～
第
五
リ
ー
ダ
ー
を
使
っ
て

い
た
。
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な
り
。
我
々
き
ら
い
と
い
ふ
は
、
我
ま
ゝ
な
り
。

宮
川
様
も
、
元も

と

、
牛
乳
が
お
き
ら
い
な

り
し
が
、
む
り
に
の
み
、
今
に
て
は
、
牛
乳
は

よ
ろ
こ
ん
で
の
む
。
今
は
、
牛
肉
牛
乳
な
し
に
は
、

一
日
も
た経ち
ま
せ
ん
、
夫そ

れ

で
も
、
大
分
か
ら
だ
は
』

よ弱は
っ
て
お
る
ゆ
え
、
な
か
っ
た
な
ら
ば

た
ち
ま
せ
ん
と
。
今
、
其そ

の

功
能
の
一
例
を

あ挙

げ
ん
に
、
熊
本
よ
り
来
り
し
書
生

に
て
、
わ
づ
か
一
年
斗と

た
ゝ
ぬ
う
ち
、
べ
ん

き
や
う
し
て
、
の脳ふ
病
に
か
ゝ
り
、
其
人
は

牛
肉
も
牛
乳
も
大
き
ら
い
な
り
し
が
、

入
院
し
、「
あ
な
た
、
牛
肉
を
た
べ
ね
ば

み見

込

　
こ
み
な
し
」
と
い
は
れ
、
夫
よ
り
、
む
り
に

た
べ
、
す
き
に
な
り
、
も
は
や
同
志
社
に
て

毎
日
な
く
、
自
分
で
買
ふ
て
、
に煮

　て
、
た

べ
る
や
う
に
な
っ
た
。
じ
や
う
ぶ
に
て
、

べ
ん
き
や
う
し
て
お
ひ出

で
な
さ
る
。

さ
ら
ば
、
あ
な
た
が
た
は
、
ま
た
しし

よ

う

や
う
ふ
と
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七
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お
は
な
し
な
さ
れ
ま
し
や
う
が
、』

ま
だ
夫そ

れ

だ
け
の
べ
ん
き
や
う
を

な
さ
れ
ま
せ
ん
。
今
か
ら
た倒お
れ
し
な
ら
ば
、

どど
う
もむ

な
ら
ん
。
む
ぎ
を
た
べ
ね
ば
、
の脳ふ
は

つ
よ
く
な
ら
ん
。
西
洋
の
人
々
は
、
皆
む
ぎ
を

た
べ
る
ゆ
え
、
い
ろ
く
は発

明

つ
め
い
す
る

人
が
多
く
あ
る
な
り
。

　
　
　

木
曜
日　

廿
四
日　

加
藤
様

黙
示
録
二
章
二
十
三
節

加
藤
様
、
あ
る
人
よ
り
も
ら
い
な
さ
れ
し
詩
あ
り
。

も
く
し
ろ
く
の
二
章
の
二
十
三
節
に
は
、
我
共
は

む向

う
こ
ふ
に
く朽ち
ざ
る
た
か
ら
を
た
く
わ
へ
て

あ
る
。
私
ど
も
は
、
学
校
に
お
る
う
ち
は
、
第
一
リ
ー
ド
ル
に

あ
る
如
く
、
心
の
ざ雑

草

っ
さ
う
を
ひ引

き
ぬ抜

く
処
な
り
。

セ
ン
チ
ユ
リ
プ
ラ
ン
ト
と
い
ふ
木
は
、
千
年
に
一
ど度

ほ
ど
さ咲

　く
な
り
。
此
詩
に
、
神
は
私
共
に
』

被く
だ
さ
れ下

し
も
の
は
、
小
さ
き
地
面
ほ
ど
な
り
。
夫
小

（
約ヨ

ハ
ネ翰

黙も
く
し示

録
２
・
２
３
）

聖
句
該
当
箇
所
な
し

セ
ン
チ
ュ
リ
プ
ラ
ン
ト

（
植
）
ア
オ
ノ
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
。
メ
キ
シ
コ
原

産
の
リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン
科
の
多
年
草
。
誤
っ
て
、

百
年
に
一
度
、
花
を
開
く
と
さ
れ
た
。
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さ
く
と
も
、
其
の
ざ
っ
さ
ふ
を
ぬ
き
、
き
れ
い
な

花
を
さ
か
せ
、
梅
の
花
の
や闇

夜み
よ
に
も
、
に匂

う
ほ
ふ

よ
き
花
を
さ
か
せ
ゆ
く
な
れ
ば
、
大
な
る
も
の
と

な
る
な
り
。
我
々
に
大
切
な
り
。
此こ

の

間
、
志
を
た
つ

る
事
を
お
は
な
し
申
し
、
又
し
や
の
う
□
の

文
を
よ
み
し
。
志
を
た
つ
る
事
、
要
用
な
り
。

も
し
志
を
た
て
ね
ば
、
人
に
て
い生

　

　
き
る
も
、
其そ

の

か甲

斐ひ
な
し
。
我
々
、
学
校
に
て
、
学
問
す
る

と
か
、
算
術
す
る
と
か
い
ふ
事
は
、
毎
日
す
る
ゆ
え

自
然
に
出
来
る
。
し
か
し
、
心
の
べ
ん
き
や
う
は

む
づ
か
し
く
あ
る
。
な
れ
ど
、
夫そ

れ

を
お
こ
な
わ

ね
ば
な
ら
ん
。
こ
ゝ
に
二
つ
の
舟
あ
り
。
一
つ
の

ふ
ね
に
は
お
も
り
あ
り
。
一
つ
の
舟
に
は
何

も
な
し
。
ゆ
え
に
、
行
く
事
能
は
ず
。』

一
つ
の
舟
は
、
ど
こ
な
ら
く
と
い
ふ
て
、
ゆ

く
事
は
出
来
る
。
蒸
気
き
か
ん
は
志
を

た
て
、
す
で
に
行
く
処
な
り
。
夫
は
な
け
れ
ば

な
ら
ん
。
然
し
、
こ
う
し
て
あ
つ
ま
つ
て

要
用
→
肝
要



一
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居
る
内
、
誰
が
こ
ゝ
ろ
ざ
し
立
て
お
る
か

わ
か
ら
ん
。
然
し
、
神
は
よ
く
よ
く
御
ぞ

ん
じ
な
り
。
私
に
は
し知

　

　
ら
ぬ
と
い
ふ
も
の
ゝ
、

多
少
わ
か
る
も
の
な
り
。
皆
か顔ほ
の

ち違が
ふ
や
う
に
、
心
も
ち
が
ふ
。
又
う
れ

し
ひ
時
に
は
、
か
ほ
に
あ
ら
わ
れ
、
い怒

　
か
る
時
も

か
な
し
む
時
も
皆
あ
ら
わ
る
。
互
ひ
に

心
に
気
を
つ
け
、
も
し
口
に
悪
を
い
ふ

く
せ
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
か刈

り
つ尽

く
さ

ね
ば
な
ら
ん
。
蒸
気
を
は
た
ら
か
し
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
ん
。
私
共
は
み
づ
か
ら
、
か
ほ
に
』

す墨み
が
つ
い
て
お
る
な
ら
ば
、
夫
を
人
よ
り

き気

付

　
づ
け
ら
れ
、
み
に
く
き
ゆ
え
、
す
ぐ
に
ふ
く

な
ら
ん
。
然
し
、
夫
よ
り
大
切
な
る
心
の
す
み
の

つ
き
た
る
は
、
自
分
に
も
よ
く
し
り
、
又

人
よ
り
き
づ
け
ら
れ
て
も
、
ふ
き
と
る
こ
と

む
づ
か
し
ひ
。
さ
れ
ど
、
と
ら
ね
ば
な
ら
ん
。

も
し
悪
を
い
ふ
く
せ
あ
ら
ば
、
そ
の
ざ雑っ



一
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そ草ふ
を
ぬ
き
と
り
、
何
事
も
心
の
ざ
っ

そ
ふ
を
ぬ
き
と
り
、
充
分
に
、
こ
ゝ
ろ
ざ
し

を
た
て
、
ま
っ
す
ぐ
に
、
お行

な

う

こ
の
ふ
に
て

ゆ
か
ね
ば
な
ら
ん
。

　
　
　

金
曜
日　

廿
五
日　

宮
川
様

使
徒
行ぎ

ょ
う
で
ん伝

廿
章

パ
ウ
ロ
わ
か
れ
る
時
、
わ
が
三
年
の
間
、
よ
る

ひ
る
な
み
だ
を
こ
ぼ
し
て
、
は
た
ら

き
し
事
を
お
も
へ
、
又
て手

ず

　

　

づ
か
ら
』

は
た
ら
き
、
な難

儀
ん
ぎ
な
も
の
を
た
す
け
し

ご
と
く
、
な
ん
ぢ
ら
も
、
て
づ
か
ら
は
た
ら
き
、
な
ん

ぎ
な
も
の
を
た
す
け
と
い
へ
り
。
神
の
こ
と
ば

に
も
、
う受

　く
よ
り
あ与た
う
る
方
が
さ
い
わ
い
な
り

と
あ
り
。
今
こ
ゝ
に
、
二
人
の
む
す
め
が
あ
り
て
、

一
人
は
、
ま
こ
と
に
う
ち
は
か金

持

ね
も
ち
で
、
学
校
に
入
り
、

な
に
不
自
由
な
く
、
も
の
を
お
く
ら
れ
、
着
物
も

充
分
に
あ
り
、
け結

構

っ
こ
う
に
く
ら
す
。
然
し
、
う
ち
よ
り

（
使
徒
行
伝
２
０
・
３
１
）

是こ
の

故ゆ
ゑ

に
爾
曹
儆こ

ゝ
ろ醒

せ
よ
我わ

が

三
年
の
あ
ひ
だ
夜よ

る

も

昼ひ
る

も
断た

え

ず
涙な

み
だ

を
流な

が

し
て
各
人
を
勧す

ゝ
め

め
し
こ
と
を

憶お
も

ふ
べ
し

（
２
０
・
３
５
）

わ
れ
爾
曹
も
如か

く

此
勤つ

と
め労

て
、
柔よ

わ
き
も
の

弱
者
を
扶た

す

け
且か

つ

主
イ
エ
ス
の
曰い

ひ

給た
ま

へ
る
受う

く

る
よ
り
も
与あ

た
ふ

る
は
福

さ
い
は
ひ

な
り
と
の
言こ

と
ば

を
心
に
記と

む

べ
き
を
凡す

べ
て

の
事
に
於お

い

て

示し
め

せ
る
也
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も
の
が
き
て
も
、
す
こ
し
も
人
に
見
せ
ず
、
あ

た
へ
ず
。
自
分
一
人
に
て
た
べ
、
又
つ使

う
か
ふ
。
一

人
の
人
は
、
き
ぬ
の
着
物
な
ど
は
き着

ね
ど
も
、

木
も
ん
の
さ
っ
ぱ
り
し
た
き
も
の
を
き
て
、

べ
ん
き
や
う
も
ひ人

並

み

外

れ

と
な
み
は
づ
れ
て
で
き
、

そ
う
し
て
学
校
の
せ世

話は
に
て
は入い
り
、
こ
の

む
す
め
は
、
常
々
ど
う
ゆ
ふ
事
を
か
ん
が
へ

て
お
る
か
と
お
も
へ
ば
、
お
ぢ
ヽ
さ
ん
は
ま
だ

み道ち
を
し信ん
ぜ
ぬ
。
も
は
や
お
わ
り
も
』

ち
か
く
、
な
ん
ど
き
の
事
わ
か
ら
ず
と
て
、
手

紙
を
か
く
時
に
は
、
少
し
つず

つゞ

道
の
事
を
か
き
、

又
、
父
母
は
今
ど
う
し
て
い
な
さ
る
だ
ろ
う
。

お
ぢ
ヽ
様
は
し
ん
じ
な
さ
ら
ず
。
さ
だ
め
て
、

し
ん
ぱ
い
し
て
お
り
な
さ
る
だ
ろ
ふ
。

又
、
い
も
う
と
は
、
学
校
へ
も
ゆ
く
事
で
き
ず
、

必
ず
う
ち
で
つ使か
わ
れ
て
お
る
だ
ろ
ふ
と

お
も
ひ
、
其そ

の

間
に
は
、
又
ご
は
ん
た
き
な
ぞ
あ

た
っ
た
時
に
は
、
ひ
と
よ
り
は
た
ら
き
、
水
を

お
ぢ
ヽ
さ
ん
→
お
祖
父
さ
ん
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く
み
た
り
し
。
ひ
と
の
病
気
の
時
に
は
、
か

ね
も
ち
の
人
は
、
何
か
あ
げ
る
事
は
で
き
る

な
れ
ど
も
、
私
は
其
事
は
で
き
ぬ
ゆ
え
、
私
の

で
き
る
だ
け
は
、
せ世

話わ
を
致
し
ま
し
や
う
と

あ
れ
ば
、
私
共
は
ど
ち
ら
を
す好

きき
ま
し

や
う
か
。
一
人
の
む
す
め
は
、
う受

く
る
よ
り
』

あ与

うと
ふ
が
さ
い
わ
い
な
り
、
と
い
ふ
事
を
わ

す
れ
た
り
。
夫そ

れ

ゆ
え
、
か
へ
っ
て
そ損ん
に
て
、

だ
れ
も
き
ら
ふ
や
う
に
な
る
。
又
、
一
人
は
、

う
く
る
よ
り
あ
と
ふ
る
ほ
う
が
さ
い
わ
い
、
と
い
ふ

事
を
し
り
、
も
の
は
あ
た
へ
ぬ
な
れ
ど
も
、

自
ぶ
ん
の
で
き
る
だ
け
、
た
す
け
し
ゆ
え
、

ひ人と
に
は
あ愛い
せ
ら
れ
、
さ
い
わ
い
に
な
る
。

私
共
は
、
い
つ
も
う
く
る
よ
り
あ
と
ふ
る

ほ
う
が
さ
い
わ
い
、
と
い
ふ
事
を
わ
す
れ
ず

せ
ね
ば
な
ら
ん
、
其そ

の

事
は
、
一
寸
に
い
ふ
事
は

で
き
ま
せ
ん
。
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廿
七
日
安
息
日　

宮
川
様

コ
リ
ン
タト

前
書
十
三
章
十
節

今
よ
り
前
、
近
頃
其そ

の

人
の
名
わ
か
ら
ず
。
或
日

た
く
さ
ん
な
る
人
が
ふ
ね
に
の乗

り
て
あ
り
し
が
、』

か
ぜ
が
お
こ
り
、
ひ
ろ
く
西
も
東
も
わ
か
ら
ず
、

舟
は
こ
わ
れ
か
ゝ
っ
て
、
と
う
と
う
舟
こ
わ
れ
、

た
く
さ
ん
な
る
人
は
海
に
は
ま
り
、
ど
ち

ら
へ
い行

っ
て
も
、
あ
ま
り
ひ

広ろ
く
て
、
ゆ行

　く

事
出
来
ず
、
こ
ま
り
は
て
、
ひ
ど
く
お泳

よ
ぎ
た
れ
ど
も
し
か
た
な
く
、
の
ぞ
み
を

う失

い
し
な
ひ
し
。
は
や
皆
つ疲か
れ
、
し沈づ

ま
ん
と
し
た
る
時
に
、
二
人
の
う
た
の
上

手
な
る
人
も
、
其そ

の

内
に
あ
り
。
く苦る
し
み
し

な
れ
ど
も
、
其
人
ふ夫

婦
う
ふ
に
て
、
の
ぞ
み
を

う
し
な
わ
ず
、
よ
ろ
し
き
こ声え
に
て

「
わ
れ
た
る
い
わ
や
」
と
い
ふ
う歌

　

歌

い

た
を
う
た
ひ

た
れ
ば
、
又
し沈づ
み
か
け
た
る
人
も
、
あ
た

ま
を
あ
げ
、
す少

し
こ
し
く
の
ぞ
み
を
い
た

（
哥
林
多
前
書
１
３
・
１
３
）
十
節
は
十
三
節
の

間
違
い
。

そ
れ
信し

ん

仰か
う

と
望の

ぞ
み

と
愛あ

い

と
此こ

の

三み
つ

の
者も

の

は
常つ

ね

に
在あ

る

な

り
（
後
略
）
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し
て
、
其
の
こ
え
を
き
ゝ
い
た
り
。
時
に
さ幸い
』

わ
い
な
る
か
な
、
む
こ
う
よ
り
壱ひ

と

つ
の
舟
が

ま
い
り
、
夫そ

れ

に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
人
が
す
く

わ
れ
た
り
と
。
実
に
、
う
た
も
大
切
な
る
も
の
な
り
。

望
が
大
切
と
い
ふ
を
は話な
す
。
パ
ウ
ロ
夫
し信

仰

ん
こ
う
と

の
ぞ
み
と
愛
と
、
此
三
つ
の
者
常
々
あ
る
な
り
。
此こ

の

内
の

の
ぞ
み
の
事
な
り
。
わ
が
人
々
に
き聞

　く
に
、
信
者
で

あ
ら
ざ
る
人
は
、
先
に
の
ぞ
み
が
な
い
か
ら
、
死
す

る
事
は
一
ば
ん
お恐そ
る
ゝ
と
い
ふ
。
然
し
、
信

者
は
先
に
の
ぞ
み
あ
る
ゆ
え
、
お
そ
れ
ぬ
。
若も

し
も
、
人
が
あ明

日

死

　

す
し
ぬ
と
い
ふ
事
が
わ
か
っ
た
な

ら
ば
、
だ
れ
も
は
た
ら
か
ぬ
。
今
よ
り
紀
元
一
千
八
百

年
前
、
天
主
教
の
僧
侶
せ聖い
書
を
ひ
き
、

一
千
年
に
、
ほ滅ろ
び
が
来
る
と
い
ひ
出
し

た
り
。
夫
ゆ
え
、
九
百
九
十
八
年
・
九
年
の

こ
ろ
に
な
り
、
だ
れ
も
は
た
ら
か
ぬ

や
う
に
な
り
た
り
。
す
で
に
一
千
年
た
』

ち
た
る
も
、
ほ滅ろ
び
こ来

　ず
あ
ま
り
人
民
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ほ
ろ
び
が
来
る
と
思
ひ
、
は
た
ら
か
ず
。

食
の
み
し
た
る
ゆ
え
、
き　

飢

饉
ゝ
ん
が
お
こ
り
、

病
に
か
ゝ
る
も
の
多
く
、
皆
そ
れ
で
又
、
の

ぞ望

み
を
う
し
な
い
た
り
。
今
に
至
る
ま
で

ほ
ろ
び
は
来き

た

ら
ざ
る
な
り
。
私
共
の

勉
強
も
余
り
む難

し

い

つ
か
し
ひ
、
と
て
も
あ

す
の
べ
ん
き
や
う
が
出
来
ぬ
と
み
な
し
、
の
ぞ

み
を
う
し
な
ふ
事
も
あ
る
な
ら
ん
。
然
し
、

で
き
る
だ
け
の
事
を
し
た
な
ら
ば
、
必
ず

出
来
、
且
、
の
ぞ
み
を
も
っ
て
し
た
な
ら
ば
、

で
き
る
な
ら
ん
。
む
か
し
フ
ラ
ン
ス
の
人
に
て
、

ヒ
ー
ク
ニ
ー
と
い
ふ
人
あ
り
。
フ
ラ
ン
ス
の
せ
と

も
の
は
き汚

な

い

た
な
ひ
ゆ
え
、
其そ

の

人
白
く

せ
ん
と
て
、
火
を
た焚

き
は
じ
め
た
れ
ど
も
、

ど
う
し
て
も
白
く
な
ら
ず
、
も
は
や
た
く
』

も
の
は
な
く
な
り
、
家
は
だ
ん
く
ま
づ
し
く

な
り
、
つ
い
に
夫そ

れ

を
も
い
と
は
ず
、
い椅

子す
な
ど
も
、
や焼

き
た
り
。
家
内
と
子
供
は
こ困ま
り
お
れ
ど
も
、

ヒ
―
ク
ニ
―
→
ベ
ル
ナ
―
ド
・
パ
リ
ッ
シ
イ
の

こ
と
。『
西
国
立
志
編
』
第
三
編
（
二
）
に
登
場

す
る
陶
工
。
フ
ラ
ン
ス
の
磁
器
が
栗
色
だ
っ
た

の
を
残
念
に
思
い
、
白
色
に
な
る
ま
で
家
の
傍

に
作
っ
た
窯
で
焼
い
た
。
薪
が
な
く
な
っ
た
時

に
は
、
家
の
椅
子
を
火
中
に
く
べ
た
り
し
た
の

で
、狂
人
扱
い
さ
れ
た
が
、最
後
に
は
成
功
し
た
。

陶
器
製
造
に
従
事
し
て
一
八
年
、
始
め
て
自
分

を
陶
工
と
称
し
、
器
を
商
品
と
し
て
売
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
こ
の
日
と
三
月
二
日
の
奨
励
で
、
宮
川
は
『
西

国
立
志
編
』か
ら
、数
人
の
例
を
引
用
し
て
い
る
。）
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其
人
は
ひ
と
り
た
き
た
り
。
や
は
り

の
ぞ
み
を
も
つ
て
、
必
ず
で
き
る
と
思
ひ
し

ゆ
え
、
大
切
な
る
も
の
を
も
、
す捨

て
ゝ
な
し
た
る

な
り
。
家
の
も
の
な何

に
も
な無

く
な
り
し
時
、
幸

な
る
か
な
、
あ明

け
の
あ朝さ
、
り
っ
ぱ
に
で
き
し

な
り
。
ニ
ー
ト
ン
、
ケ
プ
ロ
ル
な
ど
も
、
の
ぞ
み
を
も

っ
て
何
事
も
な
し
た
り
。
ニ
ー
ト
ン
の
引
力
を

発
明
せ
し
も
、
容
易
に
あ
ら
ず
。
十
七
年

間
か
ん
が
へ
、
つ
い
に
見
出
せ
し
な
り
。
ケ
プ
ロ
ル

も
同
じ
く
、
十
七
年
間
か
ん
が
へ
、
天
文
の
理

を
発
明
せ
し
な
り
。　
　
　
　
　

天
路
歴
の
』

　
　
　

火
曜
日　

廿
九
日　

加
藤
様

ヨ
ハ
ネ
伝
ニ
コ
デ
モ
の
は
な
し

エイ
エ
スス

ま
こ
と
に
く
に
汝
に
つ
げ
ん
。
人
も
し
あ新

ら
た
に
う
ま
れ
ず
ば
、
神
の
国
を
見
る
事

能
は
じ
と
い
ふ
事
あ
り
。

先
日
よ
り
、
志
を
た
て
ね
ば
な
ら
ん
と
い

ニ
―
ト
ン
→
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
（1642

～1727

）
英
の
哲
学
者
・
数
学
者
・
物
理
学
者
・

天
文
学
者
。
万
有
引
力
の
発
見
者
。（『
西
国
立
志

編
』
第
四
編
三
）

ニ
ュ
ー
ト
ン
が
物
体
の
運
動
お
よ
び
万
有
引
力

の
基
礎
法
則
を
二
大
支
柱
と
す
る
理
論
力
学
を

建
設
し
た
の
は
、
着
想
以
来
20
年
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

ケ
プ
ロ
ル
→
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
・
ケ
プ
ラ
ー
（1571

～1630

）
ド
イ
ツ
の
天
文
学
者
。
惑
星
運
動
の

３
法
則
の
発
見
者（『
西
国
立
志
編
』第
四
編
三
）。

ケ
プ
ラ
ー
の
三
法
則
は
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引

力
の
法
則
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

天
路
歴
→
ジ
ョ
ン
・
バ
ニ
ヤ
ン
『
天
路
歴
程
』

の
事
か
。

（
火
曜
日
廿
九
日
は
火
曜
日
三
月
一
日
の
間
違

い
）

（
約
翰
伝
３
・
１
～
３
）

ユ
ダ
ヤ
人
の
宰つ

か
さ

に
て
パ
リ
サ
イ
の
ニ
コ
デ
モ
と

云い
へ

る
人
あ
り
（
中
略
）
イ
エ
ス
答こ

た
へ

て
曰
け
る
は

誠ま
こ
とに

実ま
こ
と

に
爾な

ん
ぢ

に
告つ

げ

ん
人
も
し
新あ

ら
た

に
生う

ま
れ

ず
ば
、
神

の
国
を
見み

る

こ
と
能あ

た

は
じ
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ふ
事
を
き
ゝ
ま
し
た
が
、
此
の
生
ま
れ
か
わ
る
は
、

た
ま
し
ひ
の
事
な
り
。
此
の
事
は
実
に
大
切
な
り
。

　
　
　
　
　

大
学
者
な
り
し
が
、
父
は
お
ち

ぶ
れ
て
百
性
に
な
り
て
居
り
し
が
、
此こ

の

人
十
一
才

の
時
よ
り
大
学
を
読
み
し
と
。
其そ

の

こ
ろ
は
、
天

し子

よ
り
し庶よ
人
に
至
る
ま
で
、
身
を
も
つ
て

之
と
す
る
と
い
ふ
事
を
せ
ね
ば
な
ら
ん
。
此
こ

と
に 

か感ん
じ
て
、
コ孔

子
ー
シ
の
如
き
聖
人
も
こ
れ
』

に
て
せ聖い
人
に
な
り
し
な
ら
ん
。
人
も
人
我
も

人
な
り
と
。
故
に
是
に
き気

を
つ付

け
、
ひ
ど
く
べ
ん

き
や
う
せ
し
が
、
不
幸
に
も
、
父
は
死
せ
し
。

其
時
、
伊
豫
に
い
た
り
た
り
し
が
、
其
国
の
風

俗
は
ゲ撃

剣

ッ
ケ
ン
な
ど
す
る
や
う
あ荒

ら
き
風
俗
に
て
、

其
中
に
べ
ん
き
や
う
す
る
も
の
あ
ら
ざ
り
し
。

故
に
日ひ

る
ぢ
う中

に
べ
ん
き
や
う
す
る
能
は
ず
。
終
夜

べ
ん
き
や
う
し
た
り
。
し
ま
い
に
学
者
に
な
り
、

後
、
近
江
の
国
に
き
た
り
し
が
、
其
の
き近

辺

ん
ぺ
ん
の
人
、

其
人
の
行
を
見
て
た
ゞ
し
く
な
り
、
親
切

し
ょ
人
→
庶
人
（
庶
民
の
こ
と
）

コ
ー
シ
→
孔
子
（551

～479BC

）

中
国
、
儒
教
の
創
始
者
。
孔
子
の
思
想
や
事
跡

を
知
る
根
本
材
料
と
し
て
は
『
論
語
』
が
第
一
。

日
中
（
ひ
る
ぢ
う
）
の
ル
ビ
は
原
文
の
マ
マ
。
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な
る
見
て
皆
ト
ウ
ジ
ユ
先
生
と
い
ふ
。
故
に
、

多
く
の
で弟

子し
も
あ
り
た
り
。
此
人
の
か
く
な
り

し
も
、
全
く
身
を
お
さ
む
る
を
以
て
、
之
と
せ

し
を
も
っ
て
な
り
。
人
は
皆
、
身
を
お
さ
む
る
を

も
っ
て
之
と
せ
ね
ば
、
よ
き
え
ら
い
人
と
な
る
事
そ

ま
ぬ
。
人
よ
り
す
ゝ
め
ら
れ
て
な
り
は
な
ら
ぬ
。

な
が
れ
て
い
っ
て
、
い岩は
に
あ
た
る
で
な
く
ば
、
い

け
ぬ
』

　
　
　

水
曜
日　

三
月
二
日　

宮
川
様

ロ
ー
マ
書
五
章
之の

五
節

望
は
は
ぢ
を
来
ら
せ
ず
。

ヘ
ブ
ラ
イ
書
十
一
章
の
一
節

一
年
の
中
に
は
、
天
気
の
よ
い
と
き
も
わ
る
い

日
も
あ
る
。
し
か
る
に
、
ど
ち
ら
が
多お

お
いか

と
い
ふ
に
、

よ
い
方
が
沢
山
な
り
。
何
に
し
て
も
、
お
も
て
と

う
ら
と
あ
る
。
本
に
て
も
、
う
ら
も
あ
り
お
も

て
も
あ
る
。

ト
ウ
ジ
ュ
先
生
→
中
江
藤
樹
（1608

～1648

）

の
こ
と
。
江
戸
時
代
初
期
の
儒
学
者
、
日
本
に

お
け
る
陽
明
学
派
の
始
祖
。「
近
江
聖
人
」
と
称

せ
ら
れ
る
。

（
羅
馬
伝
５
・
５
）

希
望
は
羞は

ぢ

を
来き

た

ら
せ
ざ
る
を
知し

る

（
希
伯
来
書
１
１
・
１
）

そ
れ
信

し
ん
か
う仰

は
望の

ぞ

む
所
を
疑
は
ず
未い

ま

だ
見み

ざ
る
所

を
慿ま

こ
と拠

と
す
る
も
の
也
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六

田
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初
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は
れ
て
よ
し
、
く
も
り
て
よ
し
。
冨
士
の
山
と

い
ふ
事
何
に
も
な
い
。
何
に
も
ひ
な
た
の

方
が
多
し
、
世
の
中
に
ふ不

幸
さ
い
わ
い
の
人
も

多
く
あ
る
。
し
か
し
、
そ
ふ
す
る
と
、
神
之の

恵
は

ゆ
き
と届ゝ
か
ぬ
や
う
な
れ
ど
も
、
神
の
め

ぐ
み
の
事
を
か
ん
が
へ
ば
、
め
ぐ
み
の
方
が
多
く

あ
る
。
我
々
、
東
京
と
か
大
坂
と
か
見
物
に
』

行
く
と
、
う
ら
や
の
方
を
第
一
に
ゆ
く
を

こ好の
ま
ず
。
に
ぎ
や
か
な
ま
ち
、
大
坂
な
ら
ば
、
し

ん心

斎

橋

さ
い
ば
し
す筋じ
と
か
の
、
大
道
を
行い

く

な
ら
ん
。
我
々
も
大
道
を
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

お
も
て
は
の
ぞ
み
、
う
ら
は
失
ぼ望う
な
り
。

ケ
パ
リ
ー
と
い
ふ
人
は
い印

度
ん
ど
に
ゆ
き
、
道
を

ひ
ろ
め
、
十
六
ケ
国
に
せ聖い
書
を
や訳く
せ
し

人
な
り
。
此こ

の

人
、
或
時
、
御
ち馳

走
そ
ふ
に
よ
ば
れ
し
が
、

其
の
ゆ行き
し
時
、
わ
き
に
お
り
し
人
、
ケ
パ
リ
ー
を

あ
ざ
け
り
い
ひ
、
は
づ
か
し
め
ん
と
て
い言

ひ
け
る
は
、
此
人
は
く
つ
し
の
子
な
ら
ん
や
と

ケ
パ
リ
―
→
伝
道
師
カ
レ
ー
の
こ
と
。
伝
法
教

士
加
礼
は
靴
工
の
子
で
あ
っ
た
が
、
志
を
立
て

て
イ
ン
ド
に
行
き
、
学
院
と
一
六
カ
所
の
説
法

場
を
建
て
，
一
六
種
の
方
言
を
以
て
経
典
を
訳

出
し
た
（『
西
国
立
志
編
』
第
四
編
十
）。

ヨ
ン
グ
→
理
学
者
ヤ
ン
グ
の
こ
と
。
ヤ
ン
グ
が

初
め
て
馬
に
乗
っ
た
時
、
同
伴
者
が
高
い
柵
を

飛
び
越
え
た
の
で
、
自
分
も
試
み
て
落
ち
た
。

一
語
も
言
わ
な
い
で
挑
戦
し
、
三
度
目
に
成
功

し
た
。｢

他
人
の
為
し
得
る
こ
と
は
自
分
も
必
ず

す
る｣

と
言
っ
て
い
た
こ
と
の
実
行
だ
っ
た（『
西

国
立
志
編
』
第
四
編
十
一
）。
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八
七

田
代
初
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之
覚
」

い
ひ
し
に
、
此
人
、
く
つ
な
お
し
の
子
な
り
と

い
ひ
た
り
。
さ
れ
ば
、
其そ

の

人
、
却か

え
って

は
ぢ
を

う
け
た
り
。
此
人
、
五
六
人
の
で弟

子し
を
お
き

た
り
。
や
は
り
彼
も
の
ぞ
み
を
も
ち
し
お
り
。

ヨ
ン
グ
、
あ
る
時
友
だ
ち
と
馬
に
の
り
て
行
き
し

時
、
馬
よ
り
お
ち
た
り
。
し
か
し
、
く屈っ
せ
ず
。』

二
三
度
と
び
か
ゝ
り
、
と
う
く
の乗

り
た
り
。

の
ぞ
み
あ
り
し
ゆ
え
な
り
。
ト
マ
ス
・
キ
ヤ
リ
ボ
ル

は
、
本
を
こ
し
ら
へ
、
よ
そ
へ
か貸

し
て
か返へ
し
て

も
ら
い
、
つ
く
へ
の
上
に
の
せ
て
お
き
し
を
、
下

女
が
ほ反

故
う
ぐ
と
思
ひ
、
も
や
し
て
し
ま
い
た

り
。
或
時
、
本
や屋

し出

版

つ
ぱ
ん
せ
ん
と
て
ま
い
り

し
が
、
見
へ
ぬ
が
、
か
く
あ
り
た
り
。
し
か
し
、

い怒か
ら
ず
。
又
、
べ
ん
き
や
う
し
て
か書

き
た
り
。

や
は
り
の
ぞ
み
あ
り
し
ゆ
え
な
り
。

ボ
ー
ツ
リ
ニ
ー
、
は博く
物
が学く
者
で
あ
り
し
が
、
多

く
の
間
、
山
に
ゆ
き
て
鳥
を
と
ら
へ
、
は
こ
に
入
れ

よ
そ
へ
ゆ
く
に
付
、
し
ん
る
い
へ
あ
づ
け
し
が
、

ト
マ
ス
・
キ
ャ
リ
ボ
ル
→
カ
ア
ラ
イ
ル
の
こ
と
。

彼
の
『
佛
国
革
命
』
第
一
巻
の
原
稿
の
話
。
こ

の
原
稿
を
近
く
に
住
む
文
士
に
貸
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
何
か
の
間
違
い
に
よ
り
、
原
稿
は
客
間

の
床
上
に
置
か
れ
た
ま
ま
数
週
間
が
過
ぎ
た
。

カ
ア
ラ
イ
ル
は
印
刷
者
よ
り
原
稿
の
督
促
を
受

け
返
却
を
求
め
た
。
そ
の
結
果
、
下
碑
が
反
古

紙
と
思
い
焚
き
つ
け
に
使
っ
た
と
分
か
っ
た
。

仕
方
が
な
い
の
で
、
再
び
そ
の
書
を
作
っ
た
が
、

そ
れ
は
彼
の
意
志
堅
固
の
一
例
で
あ
る
（『
西
国

立
志
編
』
第
四
編
十
三
）。

ボ
ー
ツ
リ
ニ
―
→
米
国
の
鳥
類
学
者
オ
ー
ジ
ュ

ボ
ン
の
話
。
鳥
類
の
図
画
を
一
千
枚
近
く
描
い

て
木
製
の
箱
に
収
め
、
家
族
に
託
し
て
数
カ
月

旅
に
出
た
。
帰
宅
し
て
箱
を
開
く
と
、
ネ
ズ
ミ

夫
婦
が
箱
全
部
を
占
拠
し
紙
を
噛
み
破
っ
て
子

供
を
育
て
て
い
た
。
も
う
一
度
森
林
に
出
か
け
、

三
年
を
か
け
て
前
よ
り
も
優
れ
た
図
画
を
描
き

得
た
の
は
、
彼
の
堅
忍
と
熱
心
の
賜
物
だ
っ
た

（『
西
国
立
志
編
』
第
四
編
十
二
）。



一
八
八
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代
初
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」

其そ
の

内
に
、
ね
づ
み
が
は
い
り
は羽ね
を
く
い
た
り
。

然
し
、
又
、
二
度
、
山
に
ゆ
き
、
あ
つ
め
し
な
り
。

ミ
ス
カ
リ
ト
リ
ー
と
い
ふ
人
は
、
父
が
、
お
ま
へ
の

よ
う
な
人
は
べ
ん
き
や
う
は
で
き
な
い
か
ら
、

よ
せ
と
い
わ
れ
し
が
、
イ
ギ
リ
ス
第
一
ば
ん
の
』

学
者
と
な
り
し
。
西
国
立
志
ヘ編ン
な
ど

よ
む
と
、
ぐ愚

人
じ
ん
が
よ
く
な
り
し
人
、
多
く
あ
り
。

あ
る
学
者
い言

うふ
、
才
子
と
ぐ
じ
ん
の
間
は
、

わ
づ
か
の
ち
が
ひ
な
り
と
。
我
々
、
け
い
こ
に
も

か
げ
ひ
な
た
あ
り
。
学
校
に
お
る
内
、
け
い
こ

が
む難

し

い

つ
か
し
ひ
と
、
も
う
で
き
ぬ
と
て
、
の
ぞ
み
を

失
ふ
。
し
か
し
、
や易

い
す
い
と
き
に
は
、
で
き
る
見

こ
み
あ
る
ゆ
え
に
、
は励

み
げ
み
す
る
也
。
む
つ

か
し
ひ
時
に
は
、
う
ん
ど
う
す
る
時
は
心
配
し
て

居
り
し
な
り
。
の
ぞ
み
は
、
は恥ぢ
を
来

ら
せ
ず
と
あ
れ
ば
、
の
ぞ
ん
で
充
分
す
る
時
は
、

は
じ
か
く
事
あ
る
ま
い
。

ミ
ス
カ
リ
ト
リ
ー
→
不
詳



一
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」

　
　

木
曜
日　

三
月
三
日　

ス
タ
ク
ウ
エ
ー
ゾ
ル
氏

イ
エ
ス
、
ペ
テ
ロ
に
い
ひ
け
る
は
、
ヨ
ナ
の
子
シ
モ
ン
も
し
汝
、

わ
れ
を
あ
い
す
る
な
ら
ば
、
我わ

が

羊
を
か
へ
。
日
本
に
て
は
、

羊
を
あ
ま
り
か飼

ひ
ま
せ
ん
が
、
此こ

の

ユ
ダ
ヤ
に
て
は
、

羊
を
か
ふ
事
は
、
つ通

例

う
れ
い
な
り
。』

母
は
此
や優

し

い

さ
し
ひ
け

獣も
の
を
愛
し
、
か飼

いひ
た

い
と
思
ひ
、
父
に
ね
が
ひ
、
い
ち
ば
ん
よ
い
食
物

を
た
べ
さ
そ
う
と
思
ひ
ま
し
た
、
ア
メ
リ
カ
に
て
も
、

羊
を
か
ふ
な
り
。
此こ

こ

に
今
、
は話な
さ
ん
と
す
る
は
、

に肉

体
く
た
い
で
な
く
、
た

魂ま
し
ひ
の
食
物
な
り
。

夫そ
れ

は
、
御
せ聖

霊

い
れ
い
と
神
之の

ま
こ
と
な
り
。

御
せ
い
れ
い
に
よ
り
て
、
た
ま
し
い
も
つ強

よ
く
な
る
。
も
し
一
ば
ん
よ
い
食
物
を
羊
に

た
べ
さ
し
ま
し
て
も
、
し自

分
ぶ
ん
で
よ
く
く

か
み
、
た
べ
ま
せ
ん
な
ら
ば
、
何
も
や役く
に
た立

ち

ま
せ
ん
。
我
々
は
、
幸

さ
い
わ
い毎

日
か
つ
安
息
日
毎
に

よ
い
は
な
し
を
き
き
ま
す
が
、
夫そ

れ

を
し
ぶ
ん
で

よ
く
く
せ精い
を
だ
し
て
、
は
た
ら
か
せ
ま

（
約
翰
伝
２
１
・
１
５
）
偖さ

て

か
れ
ら
食し

ょ
くし

て
後の

ち

イ

エ
ス
シ
モ
ン
ペ
テ
ロ
に
曰い

ひ

け
る
は
ヨ
ナ
の
子こ

シ

モ
ン
よ
爾な

ん
ぢこ

れ
ら
の
者も

の

に 

過ま
さ
りて

我わ
れ

を
愛あ

い

す
る
や

彼か
れ

い
ひ
け
る
は
主
よ
然し

か
り

わ
が
爾な

ん
ぢ

を
愛
す
る
こ
と

は
爾
知し

れ

り
イ
エ
ス
彼
に
曰い

ひ

け
る
は
我

わ
が
こ
ひ
つ
じ

羔
を
牧か

へ



一
九
〇

田
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せ
ね
ば
、
何
も
や役く
に
た
ち
ま
せ
ん
。
か
へ
つ
て
、
心
が

せ
ま
く
な
り
ま
し
や
う
。
夫
ゆ
え
、
毎
日

き聞

　く
と
こ
ろ
を
、
か
ん
で
食
べ
ね
ば
、
む無

益
え
き
に
』

な
り
ま
す
。
羊
、
す
こ
し
づ
ゝ
た
べ
ま
す
れ
ば
、

大お
お
いに

た
め
に
な
り
ま
す
。
ど
れ
ほ
ど
御
ち
そ
う

あ
り
て
も
、
皆
、
一
と
き
に
た
べ
る
事
で
き
ず
。
夫
よ
り
、

す
こ
し
づ
ゝ
よ
い
者物

を
た
べ
る
ほ
う
よ
し
。
父
の

い言

うふ
、
よ余

計け
た
べ
さ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
少
し
づ
ゝ

た
べ
さ
し
て
よ
ろ
し
。
か
わ
い
が
っ
て
、
た
く
さ
ん

た
べ
さ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
其そ

の

ひ
つ
じ
、
ひ
も

じ
な
け
れ
ば
、
た
べ
ま
せ
ん
。
ひ
も
じ
け
れ
ば
、
し

た
ひ
ま
す
。
我
ど
も
、
な
る
た
け
か
ん
で
た
べ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々
も
、
う飢

え

渇

　

へ
か
わ
く
如
く
、
た正ゞ

し
き
を
し慕

い
た
ひ
ま
せ
ね
ば
、
せ
っ
か
く
、
き
ゝ
ま

す
お
し
へ
が
、
む
え
き
に
な
り
ま
し
や
う
。
ど
う

し
て
も
、
う
へ
か
わ
く
如
く
、
ぎ義

を
し
た
ふ

事
は
す
く
な
く
御
座
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、

お
た
が
い
に
、
ま
こ
と
を
し
た
い
た
い
と
思



一
九
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初
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ひ
ま
す
。
羊
の
一
つ
の
む
れ
、
一
つ
の
羊

か飼

いひ
と
な
る
べ
し
。
お

狼ほ
か
み
の
な
か
に
あ
る

ひ
つ
じ
を
わ
す
る
ゝ
事
で
き
ま
せ
ん
。
み
ち
を
』

と説

　く
人
は
、
み
な
、
お
ほ
か
み
の
な
か
に
お
り
ま
す
。

夫
ゆ
え
、
我
ど
も
充
分
イ
エ
ス
に
し
た
が
ひ
、
女
に

て
も
は
た
ら
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
来き

て

み
れ
ば
、

今
出
川
の
と
こ
ろ
に
も
、
我わ

が

子
と
み
ゆ
る
小

供
が
た
く
さ
ん
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
子
供
を

わ
す
る
る
事
出
き
ま
せ
ん
。
私
ど
も
や
く
に

た
ゝ
ぬ
と
思
ひ
ま
し
た
な
れ
ど
も
、
神
は

い
の
り
を
き
ゝ
た
ま
へ
ば
、
必
ず
で
き
る
な
り
。

お
と
こ
も
を
ん
な
も
皆
、
み
ち
び
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
は
愛
す
る
我
か飼

う

者

ふ
も
の
な

り
。

　
　
　

金
曜
日　

四
日　

宮
川
氏

ダ
ニ
エ
ル
一
章
八
節

ダ
ニ
エ
ル
は
其そ

の

心
に
心
と
口
に
て
王
の
食
物
に
酒
を

（
ダ
ニ
エ
ル
書
１
・
８
）
然し

か

る
に
ダ
ニ
エ
ル
は
王わ

う

の
用も

ち

い
る
饌

く
ひ
も
のと

王わ
う

の
飲の

む
酒さ

け

と
を
も
て
己お

の
れ

の
身み

を
汚け

が

す
ま
じ
と
心こ

こ
ろ

に
思お

も

ひ
さ
だ
め
た
れ
ば
己お

の
れ

の

身み

を
汚け

が

さ
ゞ
ら
し
め
ん
こ
と
を
寺じ

人じ
ん

の
長か

し
ら

に
求も

と

む



一
九
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も
っ
て
其
心
を
み
た
さ
ゞ
り
き
。
此こ

の

女
学
校

に
て
「
ア
ヽ
コ
ワ
」
と
い
ふ
言こ

と
ばは

、
先
年
四
月
こ
ろ

よ
り
始
ま
り
し
が
、
今
は
す
こ
し
や止

み
し
。』

其
の
か
わ
り
、「
ど
ふ
し
よ
う
か
し
ら
ん
」
と
い
ふ

言
が
あ
る
。
夫そ

れ

は
、
し
っ
か
り
し
て
居
る
時
は
、

そ
の
や
う
な
事
は
い
わ
ぬ
。
其そ

の

言
は
、
本
心
が

い
は
せ
る
な
り
。
其
を
口
に
い
た
さ
ず
、
心
に
お

も思

うふ
て
い
た
い
も
の
。
ダ
ニ
エ
ル
王
の
食
物
は
、

大
そ層ふ
お
ご
り
居
り
し
が
、
心
に
お
も
ひ
、

酒
や
な
に
か
を
た食

べ
ん
と
け

決

定

つ
じ
や
う

し
た
り
。
私
共
は
、
ど
ふ
し
や
ふ
か
と
い
わ
ず
、
朝

お起

き
、
か顔ほ
を
あ
ら
い
に
行行

く

ま前へ
、
今
日
一
日
の

事
を
か
ん
が
へ
、
又
一
週
間
の
事
は
月

曜
日
に
か
ん
が
へ
お
か
ね
ば
な
ら
ん
。
も
一

歩
進
ん
で
、
我わ

れ
ど
も共

の

命
は
、
も
さ
き
は
五
十
年
ほ
ど
の
も
の
な
り
。

故
に
、
と年

取

し
と
り
て
か
ら
、
ど
ふ
し
や
う
と
い
ふ

て
も
、
ま間

に
あ
わ
ぬ
。
わ
か
き
時
よ
り
考
へ
て

「
ア
ヽ
コ
ワ
」
→
「
あ
あ
怖
わ
」



一
九
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代
初
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」

お
か
ね
ば
な
ら
ん
。
充
分
今
べ
ん
き
や
う

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ん
。
又
、
大
切
な
る
』

事
は
、
我
々
此こ

の

命
を
終
り
、
も
し
此こ

の

聖
書
が

ま
こ
と
な
ら
ば
、
我
々
の
よ
み
が
へ
る
事
も
ま
こ
と

な
り
。
我
々
は
命
の
終
り
し
後
は
、
二
つ
の
道

あ
り
。
一
は
天
国
、
一
は
く苦る
し
み
。
も
し
、
よ用

意
う
い
せ
ず
、

其
の
時
く
る
し
み
に
至
り
て
、
ど
ふ
し
よ
う
、
し
や
う

し
ら
ん
と
思
ひ
、
い言

うふ
て
も
ま間

に
あ
わ
ぬ
。
其そ

の

時

外
人
た
す
け
た
い
と
お
も
ひ
て
も
、
た
す

け
ら
れ
ぬ
。
ヨ
ハ
ネ
三
章
に
も
、
あ
ら
た
に
生
れ

ず
ば
天
国
に
入
る
事
出
来
ぬ
。
我
々
キ
リ

ス
ト
に
、
ど
ふ
し
よ
う
か
し
ら
ん
と
い
ふ
言
を

い言

は
ゞ
、
キ
リ
ス
ト
は
、
お
し
へ
た
ま
ふ
な
り
。
我
々

く
る
し
み
に
至
る
時
、
モ
ー
セ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が

来
て
す救く
ひい

た

い
た
ひ
と
思
ふ
て
も
、
し
か
た
な
し
。

エイ
エ
スス

・
キ
リ
ス
ト
と
聖
霊
の
導
き
に
よ
り
て
、
だ

ん
く
幸
に
、
ど
ふ
し
よ
う
か
し
ら
ん

と
い
ふ
言こ

と
ばは

な
く
な
り
、
ど
う
ぞ
し
て
終

モ
ー
セ
→
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
的
・
民
族
的
英

雄
。
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
を
率
い
て
出
エ
ジ
プ
ト

を
果
た
し
た
。

ア
ブ
ラ
ハ
ム
→
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
の
始
祖
で
、

彼
ら
の
信
仰
の
父
と
仰
が
れ
る
人
。

ど
う
ぞ
し
て
→
ど
う
に
か
し
て



一
九
四

田
代
初
「
話
之
覚
」

り
の
時
の
事
を
思
ふ
や
う
に
、
しマ

マ
た
き

し
た
き
も
の
な
り
。』

　
　

　

日
曜
日　

三
月
六
日　

新
島
氏

コ
リ
ン
タト

前
書
十
三
章
一
節
よ
り

幾
た
び
よ読

ん
で
も
、
こ
う
ゆ
ふ
と
こ
ろ
は
お面も

し白

い
ろ
ひ
。
私
共
ポ
ウ
ロ
の
言こ

と
ばを

き聞

ゝ
で
止
ま

る
な
ら
ば
、、
エイ

エ
スス

教
信
者
で
な
し
。
ひ貧

窮

ん
き
う

な
人
を
た
す
け
、
又
モ
ー
ア
イ
ン
の
如
き
と
こ

ろ
に
金
を
い出だ
し
た
り
す
る
。
若
し
、

あ愛い
な
く
し
て
な
さ
ば
、
益
な
し
。
私

ど
も
此こ

の

本
に
あ
る
如
く
、
人
が
学
問
で
も

あ
ら
ば
ね妬た
み
、
よ
き
衣
な
ぞ
あ
ら
ば
ね
た
み
、

又
、
人
よ
り
才
で
も
あ
ら
ば
高
ぶ
る
な
り
。

又
、
己
れ
が
わ悪る
く
お怒こ
る
し
て
、
人
よ
り
い
わ
れ

る
と
こ
ろ
あ
る
も
の
ら
は
、
や
は
り
愛
な
き

ゆ
え
な
り
。
人
の
よ
き
事
は
、
い言

うふ
事

を
い
や
が
る
。
然
し
、
わ
る
い
事
は
よ
ろ

（
哥
林
多
前
書
１
３
・
３
～
６
）
假た

と
ひ令

わ
れ
我わ

が

す

べ
て
の
所も

ち
も
の有

を
施ほ

ど
こ

し
又
焚や

か

る
ゝ
為
に
我わ

が
身か

ら
だ

を

予あ
た
ふる

と
も
若も

し
愛あ

い

な
く
ば
我わ

れ

に
益え

き

な
し
愛あ

い

は

寛し
の
ぶ
こ
と

容
を
な
し
又
人
の
益
を
図は

か

る
な
り
愛あ

い

は
妒ね

た

ま

ず
誇ほ

こ

ら
ず
驕た

か

傲ぶ

ら
ず
非ひ

礼れ
い

を
行お

こ
な

は
ず
己
の
利り

を

求も
と

め
ず
軽か

る

々
し
く
怒い

か

ら
ず
人
の
悪あ

し
き

を
念お

も

は
ず
不ふ

義ぎ

を
喜よ

ろ
こば

ず
真ま

こ
と理

を
喜
び

モ
―
ア
イ
ン
→
盲
啞
院
（
明
治
11
年
５
月
24
日
、

京
都
に
日
本
最
初
の
「
京
都
盲
啞
院
」
が
開
業

し
た
）



一
九
五

田
代
初
「
話
之
覚
」

こ
ん
で
い
ふ
。
ふ不

義ぎ
を
よ
ろ
こ
ぶ
。、
町
人

な
ぞ
、
あ
き
な
い
す
る
に
う
そ
つ
き
』

て
よ

喜ろ
こ
ぶ
な
り
。
而
し
て
、
金
も儲

け

ふ

け
す
る
。
こ
れ
、
愛
な
き
ゆ
え
な
り
。

私
は
、
或
る
時
し
ん
ぶ
ん
を
読
み
、
か感ん
じ
ま
し
た
。

御
ぞ
ん
じ
の
通
り
、
エイ

エ
スス

は
信
か仰う
の

あ篤

い
つ
ひ
人
な
り
。
ね
る
時
、
お
く
さ
ん
に

「
私
は
今
日
、
人
の
あ悪

し
き
事
を
い
ひ
し
か
」
と

た
づ
ね
し
。
是
は
、
愛
の
け結

果

つ
く
わ
よ
り
い出

づ
る
な
り
。

私
共
、
人
の
心
に
さ障

ら

　

わ
ら
ぬ
よ
ふ
に
し
て
ゆ
く

に
は
、
や
は
り
愛
が
な
く
は
い
け
な
い
。
こ
れ
は

神
の
た
す
け
に
よ
ら
ず
ば
い
け
ま
せ
ん
。
私

共
は
、
坂
を
ま丸る
き
も
の
が
の
ぼ
る
ご
と
く
、

こ
ろ
ば
る
な
り
。
ゆ
え
に
、
何
か
た
す
け
は

な
く
ば
い
け
ぬ
。
即
、
神
の
助
を
よ
り
た
の
み

ゆ
く
な
ら
ば
、
た
の
む
事
が
出
来
る

な
り
。』



一
九
六

田
代
初
「
話
之
覚
」

　
　
　

日
曜
日　

三
月
十
三
日　

新
島
氏

詩
篇
百
十
八
章
二
十
二
節

家
づ
く
り
の
す捨

　て
た
る
石
は
、
家
の
す
み
の
お

や
い
し
と
な
る
。
即
、
キ
リ
ス
ト
は
公
会
の
ど土

台だ

い
と
な
り
た
ま
へ
り
。
学
問
に
し
て
も
、

ど
だ
い
が
入
用
な
り
。
少
し
の
学
問
な
れ
ば
、

じ
き
に
風
に
ふ
か
れ
、
あ
っ
ち
い
へ
ふ
ら
り
、

こ
ち
ら
へ
ふ
ら
り
す
る
。
信
か仰

ふ
も
、
志し

か
り
、

じ丈

夫

よ
ふ
ぶ
な
る
し信

仰ん
か
ふ
な
れ
ば
、
う
ご
か
ぬ

な
れ
ど
も
、
う
す
き
し
ん
か
ふ
な
れ
ば
、
ま

よ迷

うふ
て
し
ま
ふ
。
イ
タ
リ
ヤ
の
塔
は
、
い
ま

い
が
ん
で
お
る
そ
ふ
で
す
。
そ
れ
は
な
に
か
と

い
ふ
に
、
ど
だ
い
が
す
わ
ら
な
か
つ
た
ゆ
え
な
り
。

も
し
、
そ
れ
よ
り
そ粗

相
そ
ふ
に
つ
く
り
し

な
れ
ば
、
今
は
、
は早や
た倒お
れ
し
な
ら
ん
。

す
こ
し
じ
よ
ぶ
ゆ
え
、
ま
だ
た
お
れ
ん
。』

キ
リ
ス
ト
は
、
私
ど
も
の
為
に
、
此
の
世
に
く
だ
り
た
ま
ひ
、

人
々
よ
り
す
て
ら
れ
た
ま
へ
ど
、
キ
リ
ス
ト
は

（
詩
篇
１
１
８
・
２
２
）

工い
へ
つ
く
り

師
の
す
て
た
る
石い

し

は
す
み
の
首お

や

石い
し

と
な
れ
り
。



一
九
七

田
代
初
「
話
之
覚
」

い
つ
も
か
わ
ら
ず
、
人
間
を
み
ち
び
き
た
ま
ひ
て
、

ど
こ
ま
で
も
、
お押

し
と通ほ
し
た
り
。
今
に
て
は
、

ど
ふ
し
て
も
人
間
の
力
に
て
、
キ
リ
ス
ト
の
道
を

う
ご
か
す
事
出
来
ず
、
夫そ

れ

ゆ
え
、
私
ど
も
の

心
も
う
ご
か
ぬ
や
う
に
す
る
に
は
、
や
は
り

キ
リ
ス
ト
の
道
に
よ拠

ら
ね
ば
な
ら
ん
。
今
で
も
、

世
け間ん
の
人
は
心
が
め盲

目
く
ら
ゆ
え
、
ま
こ
と
の

も
の
を
見
て
、
か
へ
つ
て
に
く
む
。
信
者
に
て
も
、

こ
ち
ら
に
大
じ丈

夫

よ
ふ
ぶ
な
る
と
、
た
□
か

な
ひ
と
、
う動

こ
か
さ
れ
る
な
り
。
ま
こ
と
は

ど
こ
ま
で
も
、
お
し
と
ほ
さ
ね
ば
な
ら
ん
。

然
し
、
ご強

情

ふ
じ
よ
ふ
と
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
そ
う
し
て

又
、
夫
に
は
柔
和
謙
遜
も
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。

何
に
も
せ
よ
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
す
が
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

火
曜
日　

三
月
十
五
日　

加
藤
氏
』

同
氏
、
熊
本
よ
り
御
出
に
て
、
母
よ
り
今
年
度
々



一
九
八

田
代
初
「
話
之
覚
」

手
紙
を
受
け
な
さ
る
が
、
母
の
手
紙
は
、
父
の
手
紙
よ
り
も

大
に
心
を
う
ご
か
す
。
其そ

の

手
紙
に
、
熊
本
之の

お
宅
之の

近
村
に
て
、
せ節

倹

っ
け
ん
を
金
と
す
る
や
う
に
と
約
束
が

で
き
し
よ
し
。
夫そ

れ

は
、
熊
本
に
て
は
元
来
き絹ぬ
の

き着

物
も
の
な
ぞ
き着る
も
の
は
実
に
す
く
な
く

あ
り
し
が
、
維
新
後
、
大
に
お奢

　
ご
り
を
き

わ極

　

　
む
る
や
う
に
な
り
、
車
ひ
き
も
今
は
一
寸

そ外と
に
い出

づ
る
に
、
き
ぬ
を
ま纏

う
と
ふ
や
う
に
も
な

り
。
夫
に
て
は
ど
む
な
ら
ん
と
て
や約

束

く
そ
く
な
せ
し

よ
し
。
わ
れ
く
学
校
に
あ
り
て
も
、
せ
っ
け
ん
を

せ
ね
ば
な
ら
ん
。
さ
れ
ば
と
て
、
り吝

嗇

ん
し
よ
く
に
す
る
に

あ
ら
ず
。
又
、
き
も
の
ゝ
き
た
い
の
を
き
る
と

い
ふ
に
あ
ら
ず
。
た
と
へ
ば
、
た
べ
も
の
な
れ
ば
、

四
は
い
た
べ
る
と
こ
ろ
を
三
ば
い
に
て
お置

き
、

お
な
か
を
す
か
す
は
、
け
ん
や
く
に
あ
ら
ず
。、
又
、
じ

ぶ
ん
に
も
つ
て
お
る
も
の
を
は端ぢ
に
お
き
、
ひ
と

り
で
た
べ
、
皆
た
く
わ
へ
る
は
、
け
ん
や
く
に
あ
ら
ず
。

り
ん
し
よ
く
な
り
。
そ
れ
ら
は
、
た
べ
る
い
や
し
き
』



一
九
九

田
代
初
「
話
之
覚
」

事
な
れ
ど
も
、
第
一
せ
っ
け
ん
す
る
は
、
き聞

いゝ

た
事

を
た
く
わ
へ
る
に
あ
り
。
加
藤
さ
ん
、
熊
本
学
校
に

お
い
て
の
時
、
教
師
が
い
ふ
に
、
汝
等
は
か片た
っ
ぽ
で

き
く
の
は
よ
い
が
、
か
た
っ
ぽ
よ
り
ぬ抜

か
す
は

い
け
ぬ
と
い
は
れ
た
り
と
。
私
共
も
大
分

ぬ
か
す
事
多
し
。
き
ゝ
た
事
を
しじ

きぎ
に

ベ
チ
ヤ
く
し
や
べ
る
と
、
心
に
た蓄

え
く
わ
へ
が
な

き
や
う
に
な
る
、
も
一
つ
は
目
に
見
へ
ぬ
と

こ
ろ
の
も
の
、
即
、
時
間
な
り
。
時
か
ん
は
、
事殊

に
と
に

つ費い
や
し
や
す
き
も
の
な
り
。
故
に
、
此
の
時
か
ん
を

充
分
に
け
ん
や
く
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ん
。

　　
　

水
曜
日　

十
六
日

三
月
十
六
日
（
水
）
日
付
の
み
。




